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【例】

三角形APQが初めて二等辺三角形になるとき、
弧AP：弧PQ：弧QA＝３：３：２となる。
60÷（3＋3＋2）×2＝15（cm）……弧QAの長さ
15÷2＝7.5（秒後）

（配点）
　、　⑴、　⑴…各5点
　⑹、　⑴考え方…各4点　表記点…各1点　解答…各4点
他…各7点
ただし、　⑵……順同完全解答　　⑵……順不同完全解答　
計150点

2 6
1 3 4

2 6

9
11 34

15

【例】 全体の差は11＋7×2＋1＝26（人）以上、11＋7×2＋6＝31（人）以下。
１脚あたりの差は7－5＝2（人）なので、生徒の人数が最も多くなるのは全体の差が30
人のとき。
そのときの長いすは、30÷2＝15（脚）で、人数は5×15＋11＝86（人）。
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【解　説】

1（2） B1 この問題では、特
とく

徴
ちょう

的
てき

な部分に着目する力、知識を活用する力が求められます。
　 1
6 ＋

2
15 ＋

3
40 ＋

4
96 ＋

5
204

＝ 1
2×3 ＋

2
3×5 ＋

3
5×8 ＋

4
8×12 ＋

5
12×17

＝ 1
2 －

1
3 ＋

1
3 －

1
5 ＋

1
5 －

1
8 ＋

1
8 －

1
12 ＋

1
12 －

1
17

＝ 1
2 －

1
17

＝ 15
34

2（1）� B1 この問題では、特徴的な部分に着目する力が求められます。
　�右図のように点Dをとると、三角形ABD

と三角形CADは相似となります。

BD：AD＝16：28＝4：7　

なので、AD：CDも4：7です。

28× 7
4 ＝49（cm）　……CDの長さ

よって、三角形ABCの面積は、（16＋49）

×28÷2＝910（cm2）

（2）� B1 この問題では、特徴的な部分に着目する力、知識を活用する力が求められます。
　右図のように円の中心から正12角形の各頂

ちょう

点
てん

に線を引くと、頂角30度の二等辺三角形12個

に分けられます。

色をつけた部分は正三角形を半分にした直角三

角形なので、三角形の底辺（円の半径）を１とす

ると高さは1÷2＝0.5　となります。

1×0.5÷2×12＝3　……正12角形の面積

1×1×3.14＝3.14　……円の面積

よって、円と正12角形の面積比は、

3.14：3＝157：150

（3）� B2 この問題では、置きかえる力、一
いっ

般
ぱん

化
か

する力が求められます。
　 1
10 ＝0.1、

1
100 ＝0.01、

1
1000 ＝0.001　というように分母が10、100、1000、……

のときは分母の０の数が小数点以下のけたの数と等しくなります。
3
4 のように分母が10、100、1000、……といった数でないときも、4＝2×2なので
3×5×5
4×5×5 ＝

75
100 と倍分することで、小数第２位までの数になることがわかります。

この考え方を使うと、256＝2×2×2×2×2×2×2×2　なので、256に５を８つかけると

分母が100000000となり、小数第８位までの数になることがわかります。

28cm

16cm

A

CDB

0.5

1

1

30°
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（4）� B1 この問題では、情報を正しく読み取る力、筋
すじ

道
みち

立てて考える力が求められます。
　3.6×1000÷60÷60＝1（m/秒）　……Aの車内を歩いている人の秒速

180－1×30＝150（m）　……30秒間で列車Bが列車Aよりも多く進んだきょり

よって、列車Bは列車Aよりも、150÷30＝5（m/秒）　だけ速く進んでいることがわかり

ます。

（180＋140）÷5＝64（秒）

（5）� B1 この問題では、特徴的な部分に着目する力、置きかえる力が求められます。
　右図のように線を引くと、この三角形

は高さ４cmの小さい三角形３つに分ける

ことができます。

（14＋13＋15）×4÷2＝84（cm2）

（6）� B1 この問題では、特徴的な部分に着目する力、自分の考えを表現する力が求められま
す。

　問題文の「７人座
すわ

っていない長いす」には１人以上６人以下の人が座っています。よっ

て、１脚
きゃく

に５人ずつ座るときと７人ずつ座るときの全体の差は、11＋7×2＋1＝26（人）

以上、11＋7×2＋6＝31（人）以下です。さらに、１脚あたりの差は7－5＝2（人）なので全

体の差は２の倍数に限られます。以上より、最も多い人数となるときの全体の差は30人

です。

このとき、長いすは30÷2＝15（脚）、人数は5×15＋11＝86（人）となります。

3（1）� B1 この問題では、情報を正しく読み取る力が求められます。
　�立方体１個の体積は、2×2×2＝8（cm3）で、１個つなげるごとに体積は8－1×1×1＝7

（cm3）ずつ増えます。

8＋7×（4－1）＝29（cm3）

15cm

14cm

13cm
4cm 4cm

4cm
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（2）� B1 この問題では、特徴的な部分に着目する力、置きかえる力、一般化する力が求めら
れます。

　例えば、立方体を３個つなげて前から見ると右図のよ

うに見えます。右、左、上、下、後ろから見たときに見

える面積も前から見える面積に等しいので、立体の表面

積は前から見える面積の６倍になります。

立方体を６個つないだ立体を前から見たときに見える面

積は、2×2＋（2×2－1×1）×（6－1）＝19（cm2）なので、

表面積は、19×6＝114（cm2）

（3）� B2 この問題では、特徴的な部分に着目する力、置きか
える力、一般化する力が求められます。

　420÷6＝70（cm2）　……�立体を前から見たときに見える面積

（70－4）÷3＋1＝23（個）　……つないだ立方体の個数

8＋7×（23－1）＝162（cm3）

4（1）� B1 この問題では、情報を正しく読み取る力が求められます。
　�上２けたが「20」のとき、下２けたは「19」か「21」しかありえません。よって、2021の次

の数は上２けたが「21」となる2120です。

（2）� B2 この問題では、特徴的な部分に着目する力、一般化する力が求められます。
　�「2019」は上２けたより下２けたの方が小さく、これより２だけ大きい「2021」は上２け

たより下２けたの方が大きくなっています。

このような差が２となる数で組を作っていきます。すると、

（1009，1011）、（1110，1112）、（1211，1213）、……、（9897，9899）、9998

となります（「9998」より２大きい数は５けたの数になるので組ができないことに注意しま

しょう）。

上２けたに注目すると、組の数は、98－10＋1＝89（組）なので、４けたの整数は全部で、

2×89＋1＝179（個）あります。

（3）� B3 この問題では、特徴的な部分に着目する力、調べる力、一般化する力が求められます。
　（2）で作った組の中の３の倍数を調べていくと、

（1009，1011）、（1110，1112）、（1211，1213）、（1312，1314）、（1413，1415）、（1514，1516）、……
となり、３の倍数がある場所に規則性（周期）があることがわかります。

89÷3＝29（周期）余り2（組）　……（2）の３組分を１周期としたときの周期の数

余りの２組の中にも３の倍数は２つあり、9998は３の倍数ではないので、３の倍数は全

部で2×29＋2＝60（個）あります。

（立方体を３個つなげて
　　前から見た形）

算数─解答と解説



5（1）� B2 この問題では、特徴的な部分に着目する力、筋道立てて考える力が求められます。
　�円の半径はどこも等しいので、右図のように

半径を引くと３つの二等辺三角形ができま

す。

３つの二等辺三角形すべての内角の和は

180×3＝540（度）で、右図のようにそれぞれの

角度をア、イ、ウとすると、ア２つ、イ２つ、

38度２つの和は、（98＋38）×2＝272（度）なので、

ウ＝540－272＝268（度）とわかります。

x＝360－268＝92（度）

（2）� B2 この問題では、特徴的な部分に着目する力、筋道立てて考える力が求められます。
　点Aが点Oと重なるように折ったときの様子

は右図のようになります。

折る前と折った後で重なる長さは等しいので、

AD＝OD、AC＝OCとなり、円の半径はどこも

等しいのでOD＝OA＝OCとなります。

これらより、三角形OCAと三角形ODAはどち

らも正三角形であることがわかります。

これは点Bが点Oと重なるように折ったときも

同様です。

y＝360－（60＋95＋60）＝145（度）

6 �　点Pと点Qの速さの比は3：2なので、同じ時間で進む長さの比も3：2になります。

（1）� B1 この問題では、情報を正しく読み取る力、特徴的な部分に着目する力、自分の考え
を表現する力が求められます。

　三角形APQが初めて二等辺三角形になるのは図１

のときで、弧
こ

AP：弧PQ：弧QA＝3：3：2となります。

60× 2
3＋3＋2 ＝15（cm）　……弧QAの長さ

15÷2＝7.5（秒後）

38°

38°

98°
ア
イ

ウ

ア x
O

イ

O

DA

C

図１

③

②

A

P

Q

③
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（2）� B2 この問題では、特徴的な部分に着目する力、調べる力、筋道立てて考える力が求め
られます。

60÷3＝20（秒）　……点Pが１周するのにかかる時間

60÷2＝30（秒）　……点Qが１周するのにかかる時間

20と30の最小公倍数は60なので、60秒後までを調べ

ます。

三角形APQが直角二等辺三角形になるためには、点P

と点Qが両方とも図２のア、イ、ウのどこかに来なく

てはいけません。

点Pがア、イ、ウや点Aを通るのは60÷4÷3＝5（秒）

ごと、点Qがア、イ、ウや点Aを通るのは60÷4÷2＝

7.5（秒）ごとなので、両方ともにア、イ、ウや点Aを

通るのは15秒ごと（＝5×3＝7.5×2）になります。

15秒後

図３のようになるので、三角形APQは直角二等辺三

角形になります。

30秒後

2×30＝60（cm）となって点Qと点Aが重なるので、三

角形APQができません。

45秒後

右図のようになるので、三角形APQは直角二等辺三

角形になります。

以上より、答えは15秒後と45秒後です。

（3）� B3 この問題では、特徴的な部分に着目する力、調べる力、筋道立てて考える力が求め
られます。

　出発から60秒後までの点P、Qの動きをグラフに表すと、下のようになります。

図２
A

ア

イ

ウ

A

Q

P

図３

A

Q

P

図４

時間（秒後）

P

Q

0 3020 40 60A

A
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三角形APQが二等辺三角形になるのは、弧AP、弧AQ、弧PQのうちの２つの長さが等し

くなるときなので、グラフを見てそのようになるときを探します。すると、印をつけた

12か所が見つかるので、答えは12回です。

（グラフ全体が点対
たい

称
しょう

の図形になっていることを利用して30秒後までを調べ、6×2＝12と

すると調べる手間が減らせます。）

＜参考＞

この問題では、三角形ＡＰＱが何秒後に
4 4 4 4

二等辺三角形になるかまでは問われていません。ですので、

点Ｐと点Ｑの動きを大まかにとらえて回数を数えることもできます。その際は、点Ａ、点Ｐ、点Ｑ

の３点のうちの２点の重なりに目を向けるとよいでしょう。

１回目

弧ＡＰ：弧ＰＱ：弧ＱＡ＝３：３：２となるとき二等辺三角形ができます。

（図ア）

２回目

弧ＡＰ：弧ＰＱ：弧ＱＡ＝３：２：２となるとき二等辺三角形ができます。

（図イ）

出発から12秒後

点Ｐと点Ｑが重なります。

３回目

（2）で求めたように、三角形ＡＰＱが直角二等辺三角形となるときです。

（図ウ）

４回目

３回目のすぐ後に、弧ＡＱ＝弧ＰＱとなるときがあり、二等辺三角形が

できます。（図エ）

出発から20秒後

点Ｐが点Ａと重なります。

５回目

点Ｐが点Ａと重なったすぐ後に、弧ＡＰ＝弧ＱＰとなるときがあり、二

等辺三角形ができます。（図オ）

出発から24秒後

点Ｐと点Ｑが重なります。

６回目

点Ｐと点Ｑが重なったすぐ後に、弧ＡＱ＝弧ＰＱとなるときがあり、二

等辺三角形ができます。（図カ）

A

Q

P

図ア

A

Q

P

図イ

A

Q

P
図エ

A

Q

P

図ウ

A

Q

P
図オ

A

Q

P

図カ
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出発から30秒後

点Ｑが点Ａと重なります。

　30秒後から60秒後までの点Ｐと点Ｑの動きは、出発してから30秒後ま

での動きと線対称になります。

　よって、出発から60秒後までに三角形ＡＰＱが二等辺三角形になる回

数は、６×２＝12（回）です。

7（1）� B2 この問題では、特徴的な部分に着目する力、調べる力が求められます。
　�この立体を前から見た様子は図１のよ

うになり、元の立方体の頂点は、

（4＋1）×5＋（7＋1）×4＝57（か所）あり

ます。

これと同じものが、3＋1＝4（列）あるの

で、立体全体では、57×4＝228（か所）

となります。

（2）� B3 この問題では、特徴的な部分に着目する力、調べる力、筋道立てて考える力が求め
られます。

　切断してできる三角すいA-EFHに

元の立方体の頂点が何か所あるかを

考えます。頂点があるのは図２の面

ア、イ、ウ、エなので、それぞれの

面ごとに分けて数えます。

面アには点Aの１か所あります。

面イには図３のように、辺の長さが

6× 1
3 ＝2（cm）と9×

1
3 ＝3（cm）の

直角三角形ができます。

（2＋1）×（3＋1）＝12（か所）

……たて２cm、横３cmの長方形内に

　　ある立方体の頂点

図３の○をつけた２つの頂点は黒の三角

図１

5cm

8cm

7cm

4cm

図２ A

B C

D

G

H
E

F

3cm

9cm

6cm

面ア
面イ
面ウ

面エ

3cm

9cm

2cm

6cm

図３（面イ）

A

Q

P

図ア

A

Q

P

図イ

A

Q

P
図エ

A

Q

P

図ウ

A

Q

P
図オ

A

Q

P

図カ
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形と斜
しゃ

線
せん

の三角形のどちらにも共通しているので、黒の三角形にある元の立方体の頂点

は、

（12＋2）÷2＝7（か所）です。

面ウには図４のように、辺の長さが

6× 2
3 ＝4（cm）と9×

2
3 ＝6（cm）の直角三

角形ができ、元の立方体の頂点は、

｛（4＋1）×（6＋1）＋3｝÷2＝19（か所）ありま

す。

面エには、図５のように辺の長さが６cmと９

cmの直角三角形ができ、元の立方体の頂点は、

｛（6＋1）×（9＋1）＋4｝÷2＝37（か所）ありま

す。

以上より、元の立方体の頂点は全部で、

1＋7＋19＋37＝64（か所）です。

（3）� B3 この問題では、特徴的な部分に着目する力、調べる力、筋道立てて考える力が求め
られます。

　最も大きい立体は手前側にできる立体で

す。

（2）と同じように面ア、イ、ウ、エに分けて

かぞえます。

面アには（6＋1）×（9＋1）＝70（か所）ありま

す。

面イは図６のようになります。白い部分には

元の立方体の頂点が5×2＝10（か所）あるの

で、黒い部分には、70－10＝60（か所）ありま

す。

面ウは図７のようになり、元の立方体の頂点

は、4＋6＋（9＋1）×3＝40（か所）あります。

面エは図８のようになり、元の立方体の頂点

は、4＋6＋10＝20（か所）あります。

以上より、元の立方体の頂点は全部で、

図５（面エ）

9cm

6cm

図６（面イ）
3cm

9cm

2cm

6cm

図７（面ウ）
6cm

9cm

4cm
6cm

図４（面ウ）
6cm

9cm

4cm
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高い関税をかけられた相手国も報復として高い関税をかけるなど、

自由貿易が損なわれるような対立。

イ ウ 24 午後７ ア

ウ セ ウ ク

日 中 共 同 声 明 が 結 ば れ、

日 本 と 中 国 の 国 交 が 回

復 し た こ と 。

高 い 建 物 の 上 の 方 の 階

に 避 難 す る こ と 。

ウ ×
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上記以外　各３点　　計100点
（　問４（2）、　問８（2）②は順不同）

1 2
1 2

1 2

社会─解答と解説



問８ 問９

問５

49

（1） （2） （3） （4）

（1） （2）① ②

（
Ｂ
群
）

（
Ａ
群
）

問10

57

問３

47

問４

48

1
問３問２問１

2321 22

問16問15問14

4442 43

問９問８問7

3633 34

問10

35

問11

4137 38

問12

39

問13

40

2

問５

27262524

31302928

問１

4645

問２

（1） （2）

→　　　→　　　→　　　→　　　→

（日） （時）

（m）

問７

50

問６

5655545352

51

問４

32

（1） （2） （3）

問６

10

20

10

20

30

永 イ イ

イ ア ウエ

イクカ3750エ

ア ウ

ア ウ ウ

オ カ　　ア　　ウ　　イ　　エ　　オ

高い関税をかけられた相手国も報復として高い関税をかけるなど、

自由貿易が損なわれるような対立。

イ ウ 24 午後７ ア

ウ セ ウ ク

日 中 共 同 声 明 が 結 ば れ、

日 本 と 中 国 の 国 交 が 回

復 し た こ と 。

高 い 建 物 の 上 の 方 の 階

に 避 難 す る こ と 。

ウ ×

ウ ア ウイ ウ

（配点）
　問６、　問２、問５……４点
　問４、問５（2）、問10、問11（2）（3）、　問３、問７、問８…各２点
上記以外　各３点　　計100点
（　問４（2）、　問８（2）②は順不同）

1 2
1 2

1 2

社会─解答と解説



【解　説】

1　

問１　 A2 　この問題では、知識を想起する力が求められます。
Ⅰ：貞

じょう

永
えい

元年です。御
ご

成
せい

敗
ばい

式
しき

目
もく

は「貞永式目」とも呼
よ

ばれています。

Ⅱ：文
ぶん

永
えい

11年です。「元
げん

寇
こう

」の１回目、「文永の役」の説明です。

Ⅲ：寛
かん

永
えい

16年です。２年前におきた島原・天草一
いっ

揆
き

により、幕
ばく

府
ふ

は鎖
さ

国
こく

を急ぎました。

Ⅳ：嘉
か

永
えい

６年です。この年、ロシア使節のプチャーチンも、長
なが

崎
さき

に来航しています。

ⅢとⅣの元号はわからなくても、「貞永式目」と「文永の役」がわかれば、解答できるのでは

ないでしょうか。なお、最初の元号は「大化」で、奈
な

良
ら

時代には「和銅」や「天
てん

平
ぴょう

」、平安時

代には「保元」や「平治」、鎌
かま

倉
くら

時代には「弘
こう

安
あん

」や「永
えい

仁
にん

」、室町時代には「建武」や「応
おう

仁
にん

」、

安土桃
もも

山
やま

時代には「天正」や「文
ぶん

禄
ろく

」、江
え

戸
ど

時代には「元
げん

禄
ろく

」や「享
きょう

保
ほう

」「寛
かん

政
せい

」「天保」「安政」

などの元号が使用されました。ちなみに「慶
けい

應
おう

義
ぎ

塾
じゅく

大学」の慶應も元号で、1865〜1868年途中

（つまり、江戸時代最後の元号です）まで使用されました。なお、壬
じん

申
しん

の乱の「壬申」や戊
ぼ

辰
しん

戦争の「戊辰」は元号ではなく、干
え

支
と

をしめしています。

問２　 A2 　この問題では、知識を想起する力が求められます。
所得税と法人税、消費税は、国の税

ぜい

収
しゅう

の中心となる「基
き

幹
かん

３税」とよばれています。消費税は

現在の８％で約17兆円ですので、１％あたり２兆1000億円となります。来年10月、８％から

10％に税率が引き上げられるので、単純計算で４兆2000億円の増
ぞう

収
しゅう

が見込まれています。

問３　 A2 　この問題では、知識を想起する力が求められます。
インフレーション（インフレ）ではなく、デフレーション（デフレ）です。物価が大きく上が

る状態をインフレーションといい、反対に物価が下がり景気が悪くなる状態をデフレーション

といいます。2008年にアメリカの大手証券会社（リーマン・ブラザーズ）が倒産したことをき

っかけとして世界的な不
ふ

況
きょう

がもたらされ（リーマンショック）、日本では2011年に東日本大
だい

震
しん

災
さい

が発生したこともあって、経
けい

済
ざい

は大きな打
だ

撃
げき

を受けていました。輸出の急減や株
かぶ

価
か

の下落な

どが原因となって企業の業績が悪化し、賃
ちん

金
ぎん

や雇
こ

用
よう

が減少してデフレ状態となったのです。そ

こで景気回復を訴
うった

えた安倍首相は、大胆な金
きん

融
ゆう

政
せい

策
さく

・機動的な財政出動・民間投資をうながす

成長戦略の「三本の矢」からなる経済政策（アベノミクス）を打ち出しました。この政策が成

功したのか失敗したのかについてはここでは触
ふ

れませんが、2015年に安倍首相は、希望をうみ

だす経済・夢をつむぐ子育て支
し

援
えん

・安心につながる社会保障という「新たな三本の矢」を発表

しました。その矢の行き先を、国民の目は注
ちゅう

視
し

しています。

問４　

（1） A1 　この問題では、知識を想起する力、知識どうしを関連づける力が求められます。
Ⅰは板

いた

垣
がき

退助、Ⅱは高
たか

杉
すぎ

晋
しん

作
さく

、Ⅲは西
さい

郷
ごう

隆
たか

盛
もり

、Ⅳは吉
よし

田
だ

松
しょう

陰
いん

、Ⅴは坂本龍
りょう

馬
ま

ですので、大久保

利
とし

通
みち

が説明されていません。なお、【Ｂ群】のサは木戸孝
たか

允
よし

、シは大
おお

隈
くま

重信、スは岩
いわ

崎
さき

弥
や

太
た

郎
ろう

を説明しています。問題文にある通り今年は「明治維
い

新
しん

150年」で、NHKの大河ドラマも「西
せ

郷
ご

どん」です。ペリー来航以後の幕
ばく

末
まつ

・維新が注目されているので、西郷隆盛・大久保利通・
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木戸孝允の「維新の三
さん

傑
けつ

」を中心に学習を深めてください。

（2） A2 　この問題では、知識を想起する力が求められます。
ウ：青

せい

函
かん

トンネルは、青森県の津
つ

軽
がる

半島と北海道の松前半島を結んでいます。54kmもあります

が、新幹線だと約25分で通り抜けます。開業してから30年がたち、老
ろう

朽
きゅう

化
か

が指
し

摘
てき

されています。

なお、現在、北海道新幹線は「新
しん

函
はこ

館
だて

北
ほく

斗
と

」駅までですが、2030年に札
さっ

幌
ぽろ

まで延
えん

伸
しん

される予定

となっています。

ク：説明が逆です。以前は北洋漁業（遠洋漁業）がさかんでしたが、200海里漁業専
せん

管
かん

水
すい

域
いき

が

設定されたことなどから、現在は沖
おき

合
あい

漁業が中心となっています。なお、水
みず

揚
あ

げ量日本一は千

葉県の銚
ちょう

子
し

港、第２位は静
しず

岡
おか

県の焼
やい

津
づ

港となっています。

問５　

（1） A2 　この問題では、知識を想起する力が求められます。
ア：�ピョンチャンは、漢字で「平昌」と書きます（平壌は、北朝

ちょう

鮮
せん

の首都ピョンヤンです）。

また、もっとも南で冬季大会が開催されたのは、日本の長野（北
ほく

緯
い

36.6度）です。

ウ：�韓
かん

国
こく

が北朝鮮と「コリア」として合同入場したのは、2000年のシドニーオリンピック（夏

季大会）が初めてで、今回は12年ぶり４回目のことでした。

エ：�今回大会に、熱帯地
ち

域
いき

に位置するシンガポールやマレーシアなどが初参加しました。また、

南半球に位置するトンガ王国やオーストラリア、ニュージーランドなども参加し、オース

トラリアは３個、ニュージーランドは２個のメダルを獲
かく

得
とく

しています。

（2） B1 　この問題では、情報を読み取る力、筋
すじ

道
みち

立てて具体化する力が求められます。
ノルウェーが39個、スウェーデンが14個、フィンランドが６個のメダルを獲得しました（日本

は、金：４個、銀：５個、銅：４個の、計13個です）。

　北ヨーロッパの３か国が19％をしめるということは、他の国々が81％ということになります。

そのことから、グラフの判別ができるのではないでしょうか。

（3） A3 　この問題では、情報を読み取る力、筋道立てて具体化する力が求められます。
まず、オタワと韓国の経度差を考えます。オタワは西経75度、韓国は東経135度ですので、75

＋135＝210度となります。次に時差ですが、経度15度で１時間の時差が生じます（地球一周

360度÷24時間＝15度）ので、210÷15＝14時間となります。日付変
へん

更
こう

線
せん

から、韓国の方が早

く時間が進んでいることがわかるので、オタワの時間は韓国の時間の14時間前となるのです。

（4） A3 　この問題では、知識を想起する力が求められます。
雨
あめの

森
もり

芳
ほう

洲
しゅう

は江戸時代中期の学者で、新
あら

井
い

白
はく

石
せき

と学友でした。朝鮮通信使の応対の経験から、朝

鮮外交の心得をといた書物を数編あらわしています。なお、イの河
かわ

井
い

継
つぎ

之
の

助
すけ

は越
えち

後
ご

長
なが

岡
おか

藩
はん

（現・

新
にい

潟
がた

県）の家老で、激
げき

戦
せん

となった北
ほく

越
えつ

戦争（戊
ぼ

辰
しん

戦争の一部）で官軍を悩
なや

ました人物、ウの江
え

藤
とう

新平は肥前佐
さ

賀
が

藩の出身で、維新後に司法卿
きょう

（現在の法務大臣）となって司法制度の整備に

つとめたり、民
みん

撰
せん

議院設立建白書に署
しょ

名
めい

したりしましたが、征韓論に敗れ、1874年に佐賀の乱

の中心となって処刑された人物、エの中
なか

江
え

藤
とう

樹
じゅ

は近
おう み

江国（現・滋
し

賀
が

県）出身の江戸時代前期の

学者で、独自の学問を確立して「近江聖
せい

人
じん

」と呼ばれた人物です。

社会─解答と解説



問６　 B2 　この問題では、知識を想起する力、自分の考えを筋道立てて表現する力が求めら
れます。
貿易戦争とは、解答にあるように「高い関税をかけられた相手国も報復として高い関税をかけ

るなど、自由貿易が損なわれるような対立」や「関税をかける品目を増やすなど、貿易摩
ま

擦
さつ

を

ひきおこすような対立」をいいます。トランプ大統領は「アメリカの貿易赤字の最大の原因は

中国にある」として、中国からのさまざまな輸入品に高い関税をかける方針を打ち出しました

（中国からの輸入品のほぼ半分が、高い関税の対象となる見込みが指摘されています）。こうし

たアメリカの保護貿易的な方針は、日本をはじめとして自由貿易をすすめる各国から経済混
こん

乱
らん

をまねくとして非
ひ

難
なん

の声があがっており、トランプ大統領の動向が注目されています。この問

題では、①「貿易戦争」の内容について正しく説明しているかどうか、②①に過不足がないか

どうか、③表現や表記に誤
あやま

りがないかどうかを中心に見ています。

問７　 A3 　この問題では、知識を想起する力、対象を比
ひ

較
かく

する力が求められます。
TPP11は、日本、カナダ、メキシコ、ペルー、チリ、ニュージーランド、オーストラリア、ブ

ルネイ、シンガポール、マレーシア、ベトナムのあいだで結ばれました。これによって日本は

工業製品の輸出が伸びると期待されていますが、安価な農産物が輸入されることにより、国内

の農業が打撃を受けることが心配されています。なお、日本がTPPを結んだ10か国のなかでも

っとも貿易金額が大きいのは表イのオーストラリアで、アはカナダ、ウはマレーシア、エはメ

キシコとの貿易をあらわしています。

問８　 A2 　この問題では、知識を想起する力が求められます。
イ：�1964年11月に開かれた東京大会から「パラリンピック」という愛称が定着しました。しか

し、1970（昭和45）年に「障害者基本法」が制定され、1981（昭和56）年の「国際障害

年（国連が指定）」を迎えても、障害者への対応は十分ではありませんでした。駅のエレ

ベーターやホームドアの設置が本格化したのは、21世紀に入ってからのことです。

ウ：�パラリンピックは日常生活で使用している器具や道具ではなく、競技専用の器具や道具を

使用して行われています。しかし、費用が高額なこと（数十万円から百万円をこえるなど）

が、競技者の悩みとなっています。

エ：�パラリンピックもドーピングの規制の対象となっており、国家ぐるみのドーピングが認定

されたロシアは、オリンピックでは「OAR：ロシアからの五輪選手」として、パラリンピ

ックでは「NPA：中立のパラリンピック選手」として、それぞれ個人資格の参加となりま

した。

問９　 A2 　この問題では、知識を想起する力が求められます。
会談後に発表された「板

パンムンジョム

門店宣
せん

言
げん

」では、完全な非
ひ

核
かく

化
か

を通じて核のない朝鮮半島を実現する

目標が確認されましたが、具
ぐ

体
たい

策
さく

や期間などはしめされませんでした。北朝鮮に経済制
せい

裁
さい

を課

している国連安全保
ほ

障
しょう

理事会は、今後、国際社会の反応をみながら制裁をどうするかについて

の判断をくだすことにしています。したがって、国連総会は開かれておらず、経済制裁解
かい

除
じょ

の

手続きもなされていません。
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問10　 A2 　この問題では、知識を想起する力が求められます。
ア：�パレスチナとは、イランやクウェート、サウジアラビアなどが面しているペルシャ湾

わん

岸
がん

で

はなく、イスラエルやシリアなどが面している地中海東岸地域をいいます。1917年にイギ

リスのバルフォア外務大臣による「ユダヤ人の祖国建設を承
しょう

認
にん

する」という宣言（バルフ

ォア宣言）にもとづき、1948年、ユダヤ人がイスラエルの独立を宣言しました。

イ：�国連難
なん

民
みん

高等弁務官事務所（UNHCR）は、1950年に国連総会が設立した難民保護機関で、

難民に避
ひ

難
なん

先での雇用や教育などの保護を与えることを目的としており、パレスチナ国家

の再建とは関係ありません。パレスチナのイスラエルからの解放とパレスチナ民族国家の

独立をめざす機関には、1964年に結成された「パレスチナ解放機構（PLO）」があります。

エ：�日本はアメリカ大使館のエルサレム移転について「今後の中東和平をめぐる情勢が厳しさ

を増し、中東全体の情勢が悪化することを心配している」とし、移転に反対する立場をと

りました。

問11

（1） A2 　この問題では、知識を想起する力が求められます。
ニュージーランドのアーダーン首相（ニュージーランド３人目の女性首相）の産休により、副

首相が首相代行をつとめることになりました。アーダーン首相は出産前、「首相代行を置くの

は外遊中にもあることだし、産休はその期間が長いだけ」と説明していました。なお、女性の

社会進出がすすんでいるニュージーランド議会（一院制。議員定数120人）では、４割
わり

以上の

49人を女性議員がしめています。

（2） A3 　この問題では、情報を読み取る力、筋道立てて具体化する力が求められます。
97÷707＝0.1371…より、女性議員は13.7％となるので正しい選択肢はイです。アは衆

しゅう

議
ぎ

院
いん

議

員（定数465人中の47人が女性）、ウは東京都議会議員（定数127人中の25人が女性）、エは参

議院議員（定数242人中の50人が女性）を、それぞれあらわしています。

（3） A2 　この問題では、知識を想起する力が求められます。
「政治分野における男女共同参画推進法（候補者男女均等法）」は、国会と地方議会の議員選挙

が対象となっています。この法によって女性議員が増えることが期待されていますが、海外で

はさらにすすんで候補者や議席の一定割合を女性に割
わ

り当てる制度（クオータ制）を導入して

いる国もあるので、日本はまだ遅
おく

れているといえるのかもしれません。

問12　 A2 　この問題では、知識を想起する力が求められます。
イ：�トランプ大統領は、米朝共同声明で「朝鮮半島の永続的かつ安定的な平和体制の構築に努

力する」とし、北朝鮮の体制を保証することを約束しました。トランプ大統領は北朝鮮の

人
じん

権
けん

問題についても議論したとのことですが、これについて非
ひ

難
なん

しなかったのは、「内政

干渉」にあたると考えたからだと思われます。

ウ：�金
キム

正
ジョン

恩
ウン

委員長が核実験場の廃棄と大陸間弾
だん

道
どう

ミサイル（ICBM）の試
し

射
しゃ

の中止を宣言した

のは、４月20日のことでした。これは、米朝首脳会談に向けて、非核化の意思があること

をほのめかす意図があったとみられています。
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エ：�トランプ大統領は日本人拉
ら

致
ち

問題を議題にしたことを明らかにし、安倍首相にもそのこと

を直接伝えました。これについて安倍首相はトランプ大統領に感謝の意をしめしましたが、

「日本が北朝鮮と直接向き合い、解決していかなくてはならないと決意している」と述べ

るにとどまりました。つまり、日朝交渉に意欲はしめしたものの、日朝首脳会談の開催を

要
よう

請
せい

するまでにはいたっていません。

問13　 A2 　この問題では、知識を想起する力が求められます。
民法が改正されたことによって、18歳

さい

から携
けい

帯
たい

電話や各種ローンなどの契
けい

約
やく

を保護者の同意な

く結ぶことができるようになりました（本文でふれている消費者被
ひ

害
がい

のほか、自
じ

己
こ

破産の危険

性なども指摘されています）が、飲酒や喫
きつ

煙
えん

、競馬、競輪などはこれまでと変わらず、満20歳

以上のままとなっています。また、結婚できる年齢が、これまでは男性が18歳、女性は16歳で、

未成年の場合は親の同意が必要とされてきたのですが、今回の改正によって女性も18歳となり、

親の同意がなくても結
けっ

婚
こん

できるようになりました。なお、少年犯罪について規定している「少

年法」の適用年
ねん

齢
れい

については、今後も検
けん

討
とう

を続けることとなりました。

問14　 A2 　この問題では、知識を想起する力が求められます。
「働き方改革関連法」は過労死をなくす目的のもと、長時間労働を抑

よく

制
せい

するため、残業時間の

罰
ばっ

則
そく

つき上限規制を設けることが中心となりました。注目されたのは「高度プロフェッショナ

ル制度（高プロ）」で、この制度の対象者は、年収1075万円以上で、金
きん

融
ゆう

商品の開発や研究開

発業務に携
たずさ

わる人、アナリスト（分
ぶん

析
せき

家）、コンサルタント（相談役）などで、こうした専
せん

門
もん

職は労働時間規制の対象から完全にはずされることとなりました（したがって「一日８時間の

労働時間を厳
げん

守
しゅ

させる」が誤りです）。野
や

党
とう

が批
ひ

判
はん

したのは「この制度は、過労死をまねいて

しまう」ということですが、法律が制定されてしまった以上、問題をかかえたまま、来年４月

からこの制度がはじまることとなったのです。

問15　 A3 　この問題では、知識を想起する力が求められます。
ア：�梅雨前線が停

てい

滞
たい

するのは、気象庁によると「典型的な梅雨末期の状態」ですが、今回は７

月上旬に日本海を通過した台風７号がさらに湿った空気をもたらした（したがって、寒気

をともなっていた、が誤り）ことが、記録的な豪
ごう

雨
う

につながりました。

イ：�今回は森林地帯がささえきれないほどの豪雨だったため、各所で森林ごと流される土
ど

砂
しゃ

崩
くず

れが発生しました（特に、広島県）。また、森林地帯には「コアストーン」も多くあった

ため、被害の拡
かく

大
だい

につながってしまいました。

エ：�政府は災害直後から、自治体の要請を待たずに、避
ひ

難
なん

所に食料やクーラーなどを送る支援

を行いました。被
ひ

災
さい

直後の混乱期を乗り切るためのこうした措置は「プッシュ型支援」と

よばれ、2011年の東日本大震災がきっかけとなりました。この支援は過
か

剰
じょう

に物資が届いた

りミスマッチが生じたりするので一週間ほどで終了し、あとは被災地の求めに応じて物資

を届ける「プル型支援」に切りかえられることになっています。

問16　 A3 　この問題では、知識を想起する力が求められます。
浦
うら

上
かみ

天主堂は潜
せん

伏
ぷく

キリシタンたちによって明治時代に建設され、かつては東洋一の大きさをほ
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こりましたが、原子爆
ばく

弾
だん

の投下によって破
は

壊
かい

されてしまいました。現在の天主堂は昭和34年に

再建されたものですが、天主堂へのぼる道のかたわらに、原爆によって焼かれた石の天使像が

立っています。なお、グラバーの邸
てい

宅
たく

（旧グラバー住宅）は、2015年（平成27年）に「明治日

本の産業革
かく

命
めい

遺
い

産
さん

」として、山口県萩
はぎ

市にある松
しょう

下
か

村
そん

塾
じゅく

や福
ふく

岡
おか

県の三池炭鉱などとともに、世

界文化遺産に登録されました。

2　

問１　 A3 　この問題では、知識を想起する力、
知識どうしを関連づける力が求められます。
地図中のオは、渋

しぶ

谷
や

区です。新宿区は渋谷区の

北側（上）、千代田区の西側（左）に位置して

います（右図参照）。

問２　 A3 　この問題では、知識を想起する力、
知識どうしを関連づける力が求められます。
ア・ウ・カは明治時代、イ・エ・オは大正時代

の出来事です。なお、アは1881年、イは1914年、

ウは1889年、エは1923年、オは1925年、カは

1872年です。

問３　 A2 　この問題では、知識を想起する力
が求められます。
戦後、所得が増えるにしたがって、家庭用電化製品が普

ふ

及
きゅう

していきました。1950年代、白黒テ

レビ・電気洗
せん

濯
たく

機
き

・電気冷
れい

蔵
ぞう

庫
こ

が「三種の神器」とよばれ、1959年（昭和34年）の皇太子さま

ご成
せい

婚
こん

（現在の天
てん

皇
のう

・皇
こう

后
ごう

両
りょう

陛
へい

下
か

）のパレードを視
し

聴
ちょう

するために、白黒テレビが家庭に普及し

たことで知られています。

高度経済成長期をむかえた1960年代には、カラーテレビ、クーラー・自家用車が「３C（新三

種の神器）」とよばれ、東京オリンピックを視聴するために、カラーテレビが普及しました。

なお、大会開
かい

催
さい

にあわせて、浜
はま

松
まつ

町
ちょう

と羽田空港を結ぶ「東京モノレール」も開業しています。

※今年６月「祝日法」が改正され、東京オリンピックの開会式（10月10日）を記念して制定さ

れた「体育の日（ハッピーマンデー制度により、2000年から10月の第２月曜日となりました）」

が「スポーツの日」と名称変更されることが決まりました。

また、2020年の東京オリンピックにあわせ、開会式・閉会式の行われる前後を祝日とする（海

の日、山の日、体育の日を移動する）ことも決まっています。

問４　 A3 　この問題では、知識を想起する力、根
こん

拠
きょ

に基づき正しく判断する力が求められます。
ア：�ペリーは、琉

りゅう

球
きゅう

から小
お

笠
がさ

原
わら

諸島に立ち寄り、再び琉球を経由して浦
うら

賀
が

に来航しました。そ

の後、基地としていた香港（ホンコン）に行き、翌年、琉球を経由して横
よこ

浜
はま

に来航したの

です。なお、このとき結ばれたのは日米修好通商条約ではなく、日米和親条約です。

台東区
荒川区

文京区
豊島区

中野区新宿区 墨田区江戸川区

葛飾区

足立区
北区

板橋区

練馬区

杉並区

世田谷区

江東区中央区
千代田区

港区
渋谷区

目黒区
品川区

大田区
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イ：�日本最南
なん

端
たん

と日本最東端の島の名が逆です。日本最南端は沖
おき

ノ
の

鳥
とり

島
しま

、日本最東端が南鳥島

です。なお、小笠原諸島は全域が小笠原村ですが、一般人が居住しているのは父島と母島

のみです（2017年１月１日現在、人口は2594人となっています）。

ウ：�「金
こん

色
じき

堂
どう

」で知られる中
ちゅう

尊
そん

寺
じ

や美しい庭園で知られる毛
もう

越
つう

寺
じ

などがあり、源
みなもとのよしつね

義経が自害した

地でもある平
ひら

泉
いずみ

は、宮
みや

城
ぎ

県ではなく岩手県にあります。

エ：�1944年にサイパン島を手に入れ、ここを日本爆
ばく

撃
げき

の基地としたアメリカ軍は、サイパンか

ら東京空
くう

襲
しゅう

を行う中継基地とするため、1945年３月、硫黄島（正式な読み方は「いおうと

う」）を襲
しゅう

撃
げき

しました。この戦いで、日本軍守備隊約２万人が犠
ぎ

牲
せい

となっています。1968

年に日本に返
へん

還
かん

された後は、自衛隊（海上自衛隊・航空自衛隊）の基地が置かれており、

一般人の立ち入りは原則として禁止されています（国立公園・世界遺産からも除外されて

います）。したがって、海上自衛隊の軍用飛行場はありますが、民間機の就
しゅう

航
こう

は行われて

いません。現在、小笠原諸島に行くには原則６日に１便の船便だけで、片道24時間かかり

ます。今年６月、小池都知事は「飛行場建設は必要」との見解をしめし、具体案の作成に

とりかかることを明言しました。

※以上のことから、ア〜エはすべてあやまり、ということになります。

問５　 B2 　この問題では、知識を想起する力、自分の考えを筋道立てて表現する力が求めら
れます。
札幌冬季オリンピックが開かれ、沖

おき

縄
なわ

が日本に返還された1972年（昭和47年）、田中角栄首相

が中国を訪問して周
しゅう

恩
おん

来
らい

首相に「過去の不幸な出来事に遺
い

憾
かん

の意」を述べたことによって「日

中共同声明」が結ばれ、国交（国家間の公式な交際）が回復しました。２頭のジャイアントパ

ンダ（カンカンとランラン）は、このことを記念して日本に送られたのです。なお、「日中平

和友好条約」は、成田空港が開港した1978年（昭和53年）に結ばれました。今年は、ちょうど

40年にあたります。この問題では、①日中の国交回復に触
ふ

れているかどうか、②①に過不足が

ないかどうか、③表現や表記に誤りがないかどうかを中心に見ています。

問６　 A3 　この問題では、知識を想起する力が求められます。
ここには以前、淀

よど

橋
ばし

浄
じょう

水
すい

場
じょう

がありました。この浄水場は1899年（明治32年）に完成しましたが、

すぐに周囲が商業地として発展しはじめたため、大正時代末には早くも移転を訴える声が上が

ったといわれています。空襲によって大きな被害を受けたこともあり、浄水場は東村山市へと

移転が決められました。跡
あと

地
ち

は11の区画に分けられ、新宿中央公園と、都
と

庁
ちょう

をはじめとする高
こう

層
そう

ビル群が誕生したのです。なお、千代田区丸の内にあった旧都庁舎跡地は、現在「東京国際

フォーラム」などに利用されています。

問７　 A2 　この問題では、知識を想起する力が求められます。
小池百合子氏は大学卒業後、通

つう

訳
やく

などを経てニュース番組のキャスタ−（解説者）として活躍し、

1992年に日本新党（現在はありません）から出馬して参議院議員となり、翌年には衆議院議員

となりました。さらに新進党・保守党（ともに現在はありません）から立候補して衆議院議員

を３期つとめた後、2002年に自由民主党に入党し、翌年、小
こ

泉
いずみ

純
じゅん

一
いち

郎
ろう

内閣のときに環
かん

境
きょう

大臣に
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就
しゅう

任
にん

して「クールビズ」などを推進しました。また、第１次安倍晋三内閣のときの2007年には、

防衛大臣にも就任しています。2014年に衆議院議員選挙で８期目の当選を果たした後、2016年

に女性初の東京都知事となりました。なお、小池都知事は時差出
しゅっ

勤
きん

や在
ざい

宅
たく

勤
きん

務
む

によって満員電

車の解消をめざす「時差ビズ」も提唱し、昨年からこのキャンペーンを実
じっ

施
し

しています。

問８

（1） A2 　この問題では、知識を想起する力が求められます。
ア：リニア中央新幹線の東京（品川）〜名古屋間は、2027年に開業する予定となっています。

イ：�この場所（中央区晴
はる

海
み

４、５丁目）には、現在、選手村が建設されています。しかし、選

手村の内
ない

装
そう

や解体にかかる工事費用が445億円にのぼることが判明（都が全額負担します）

し、物議をかもしました。なお、国立競技場は元の建物を取り壊
こわ

し、同じ場所（新宿区）

に建設されています。

ウ：�2020年の東京オリンピック・パラリンピックには、約11万人の無給ボランティアの募集が

行われています。しかし、応
おう

募
ぼ

条件が厳
きび

しいこと（東京までの交通費や宿泊場所などは各

自で負担・確保すること、事前研修に参加して大会期間中は５日間以上の活動を行うこと、

など）もあり、「ブラック企業なみの労働条件だ」とか「やりがい搾
さく

取
しゅ

（人のやる気につ

けこみ、悪い条件で労働させること）だ」といった声も上がっているため、都は「都内移

動の際の交通費を支給する」などの対策をとることを考えています。

※使用されなくなった携帯電話などから金などの金属を取り出し、2020年の東京オリンピック・

パラリンピックのメダルを作るプロジェクト（計画）は「都市鉱山からつくる！　みんなのメ

ダルプロジェクト」と名づけられ、携帯電話などの回収が全国の自治体などですすめられてい

ます。なお、全てのメダルをつくるには、金が10kg、銀が1230kg、銅が736kg必要とされてい

ます。

（2）

①　 A3 　この問題では、情報を読み取る力、筋道立てて具体化する力が求められます。
　�２万５千分の１の地図における１cmの実際の距

きょ

離
り

は、25000cm（250m）です。このことから、

地図上での15cmは、250×15＝3750mとなることがわかります。

②　 B2 　この問題では、情報を読み取る力、対象を比較する力、根拠に基づき正しく判断
する力が求められます。
　カ：�江

え

の島は地図（江の島二丁目）を見てもわかる通り、岩石海岸が多く見られます。そこ

から、土砂が堆
たい

積
せき

して形成されたのではないことがわかります。

　ク：江の島でもっとも高い場所の標高は、60〜70mのあいだとなっています。

問９　 A3 　この問題では、知識を想起する力、情報を読み取る力、対象を比較する力が求め
られます。
ア：Ａは岡山、Ｂが東京、Ｃは仙台、Ｄは長野を、それぞれあらわしています。

イ：Ａが東京都、Ｂは大
おお

阪
さか

府、Ｃは愛知県、Ｄは沖縄県を、それぞれあらわしています。

ウ：Ａは埼
さい

玉
たま

県、Ｂは山形県、Ｃは北海道、Ｄが東京都を、それぞれあらわしています。
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エ：Ａは大阪港、Ｂは関西国際空港、Ｃが東京港、Ｄは神戸港を、それぞれあらわしています。

問10　 A3 　この問題では、知識を想起する力、自分の考えを筋道立てて表現する力が求めら
れます。
低い土地が水害の危険にさらされたときは、とにかく早く避難することが大切です。しかし、

東京都東部の江
え

戸
ど

川
がわ

区や江
こう

東
とう

区など「０メートル地帯」と呼ばれる地域には250万人をこえる

人が住んでいるので、いっせいに避難をはじめたら大変な混雑となることが予想されます。そ

こで、横の地域（水面・水平）に避難するのではなく、一時的にビルやマンションなどの高層

階に避難する「垂
すい

直
ちょく

避難」という方法がいわれるようになったのです。自然災害は防ぎようが

ありませんが、こうした対策をとることによって、少しでも被害を小さくすることができるの

ではないでしょうか。この問題では、①「垂直避難」の内容について正しく説明しているかど

うか、②①に過不足がなく、表現や表記に誤りがないかどうかを中心に見ています。
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イ、オ、カエ

③ ② オ

イ オ イ、カ

32 108 24

90 80 オ

77 5

（配点）　　（1）、　（3）……各 2 点
　　　　　（2）、　（1）、　（1）、（2）、　（2）……各 3 点
　　　　　（2）…… 5 点
　　　  上記以外　各 4 点　　計100点
　　　　　（3）、（6）、　（4）、　（1）①②、（3） は順不同完全解答

1

1 2 4

2
1 2 3 4
2

　 　 　 　 　 　 ブ ロ ッ ク が 重 い と 、 ま

た 、 ス ポ ン ジ に ふ れ て い る 面 積 が 小

さ い と 深 く な る 。
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【解　説】

1

（1）　 A2 　この問題では、知識を活用する力が求められます。
　夏

げ

至
し

の日、太陽は最も北よりの東側からのぼり、真南を通り、最も北よりの西側にしずみます。

このように、日の出と日の入りの地点が最も北にあることから、ａが北になります。したがって、

ｂは東です。

（2）　 A2 　この問題では、知識を活用する力が求められます。
　夏至の日の南中高度は、90度－その土地の緯

い

度
ど

＋（90－66.6）で求めることができます。よって、

90－35＋23.4＝78.4（度）です。

（3）　 B2 　この問題では、情報を正しく読み取る力、情報を分
ぶん

析
せき

する力、根
こん

拠
きょ

に基づき正しく
判断する力が求められます。

　地
ち

軸
じく

が公転面に対して直角である場合、地球がどの位置にあっても、どこの国でも太陽が当た

っている時間（昼の長さ）と、太陽が当たらない時間（夜の長さ）は、共に12時間ずつで等しくなり

ます。また、太陽が同じところを通るようになるため、ある場所から見た太陽の南中高度が一年

中同じになります。

（4）　 B2 　この問題では、情報を正しく読み取る力、情報を分析する力、根拠に基づき正しく
判断する力が求められます。

①�　太陽を中心にして公転していることか

ら、図４で、太陽から①の位置の地球を

見ると、アとは反対に下から上に自転し

ているように見えます。また、②の位置

の地球はイのように時計まわりに自転しているように見え、③の位置の地球は、①とは反対に

アのように上から下に自転しているように見え、④の位置の地球は、イとは反対の反時計まわ

りに自転しているように見えます。（図参照）

②�　図４の④の位置では、太陽は地軸を延
えん

長
ちょう

した方向にあります。よって、実際の地球から見た

地軸を延長した方向にある北極星が動かないのと同じように、赤道上から太陽を見ると、地平

線のある１点に太陽が静上しているように見えます。

（5）　 B1 　この問題では、情報を正しく読み取る力、情報を分析する力、根拠に基づき正しく
判断する力が求められます。

①�　月は地球につねに同じ面を向けて公転しているので、月が１回公転する間に月から見た太陽

もひと回りします。地球と太陽が同じ方向にほぼ重なるときが正午（地球は新月のように見え

ます）です。その正反対の位置に月が移動したときが真夜中（午前０時）にあたります（地球は満

月のように全体が丸くかがやいて見えます）。したがって、月が１回公転する日数（約１か月）が、

月での１日（太陽がのぼってから次にのぼるまでの時間）となります。

② ③ ④①
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②�　月は地球につねに同じ面を向けているので、月から地球を見ると、地球はいつでも空のほぼ

同じ場所に見えます。つまり、地球が地平線からのぼったり、地平線の下にしずんだりする動

きは見られません。

（6）　 B2 　この問題では、情報を正しく読み取る力、情報を分析する力、根拠に基づき正しく
判断する力が求められます。

ア～エ：�１日の太陽や月の動きは地球の自転による見かけの動きなので、東京でもシドニーでも、

太陽や月は東からのぼって西へしずみます。この日、太陽は月から西に90度はなれてい

るので、東京から見てもシドニーから見ても西にしずむ直前の月は上半分が欠けた半月

（上
じょう

弦
げん

の月）になります。

　オ　：�月が欠けている側は左右逆に見えますが、東西の方向が異なることはありません。　

カ、キ：�太陽や月は、北半球では東からのぼると南の空を通って西にしずみますが、南半球では

東からのぼると北の空を通って西にしずみます。これは、同じ太陽や月をたがいに反対

側から見ているからです。

2　

（1）　 A2 　この問題では、知識を活用する力が求められます。
　とじこめられた空気は、力を加えるとおし縮めることができます。このとき、おし縮められた

空気はもとにもどろうとします。

（2）　 B2 　この問題では、情報を正しく読み取る力、情報を分析する力、根拠に基づき正しく
判断する力、自分の考えを表現する力が求められます。

　ブロックの重さが重いほど、スポンジをおす力が大きくなります。また、ブロックの重さが同

じとき、スポンジにふれる面積が小さくなるほど、単位面積にかかる力（スポンジをおす力）が大

きくなります。この問題では、①スポンジのへこむ深さとブロックの重さ・スポンジにふれる面

積の関係を説明しているかどうか、②①に過不足がないかどうか、③表現や表記に誤
あやま

りがないか

どうかを中心に見ています。

（3）　 B2 　この問題では、情報を正しく読み取る力、情報を分析する力、根拠に基づき正しく
判断する力が求められます。

　図４では、板の面積がブロックの面に対して大きいので、スポンジにふれる面積が大きく、よ

り軽いブロック㋐の方が、単位面積あたりのスポンジをおす力が小さくなります。そのため、ス

ポンジがへこむ深さはブロック㋑より浅くなります。

（4）　 B3 　この問題では、情報を正しく読み取る力、情報を分析する力、読み取った情報を活
用する力、根拠に基づき正しく判断する力が求められます。

　ア～カの容器のふたの面積はすべて同じなので、ふたにかかる重さが同じであれば、ふたの動

く距
きょ

離
り

は同じになります。また、同じ重さであればブロックを置く向きは関係なく、単位面積に
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かかる力の大きさは変わりません。ふたにかかる重さはアは１kg、イは２kg、ウは３kg、エは３

kg、オは３kg、カは３kgです。よって、ウ、エ、オ、カは同じ距離だけ動きます。

3　

（1）　 B1 　この問題では、情報を正しく読み取る力、情報を分析する力が求められます。
　図１より、水素が燃えて（酸素と結びつき）水

すい

蒸
じょう

気
き

になったとき、矢印の左右でそれぞれのつぶ

の個数の合計は変化していないことがわかります。よって、表１で水素４gに結びついた酸素は、

36－4＝32（g）です。

（2）　 B1 　この問題では、情報を正しく読み取る力、情報を分析する力が求められます。
　１gの水素が燃えると９gの水蒸気になるので、水素が12gなら、12×9＝108（g）の水蒸気ができ

ます。

（3）　 B1 　この問題では、情報を正しく読み取る力、情報を分析する力が求められます。
　表２より、炭素の重さは燃やしてできた二酸化炭素の 3

11 倍になることがわかります。よって、

燃やした炭素は88× 3
11 ＝24（g）です。

（4）　 B2 　この問題では、情報を正しく読み取る力、情報を分析する力、筋
すじ

道
みち

立てて考える力
が求められます。

　３gの炭素を燃やすのに、酸素は11－3＝8（g）必要です。56gの酸素は、その（56÷8＝）７倍なの

で、はじめの炭素は3×7＝21（g）です。よって、できた二酸化炭素は、21＋56＝77（g）です。

（5）　 B3 　この問題では、情報を正しく読み取る力、情報どうしを関連づける力、筋道立てて
考える力、根拠に基づき正しく判断する力が求められます。

　「プロパンの気体のつぶ」１個には「炭素

のつぶ」が３つあります。「炭素のつぶ」１

つずつがそれぞれ「酸素のつぶ」２つと結び

つき、「二酸化炭素の気体のつぶ」３個がで

きます。さらに、「プロパンの気体のつぶ」

１個には「水素のつぶ」が８つあるので、「水

素のつぶ」２つずつがそれぞれ「酸素のつ

ぶ」１つと結びつき、「水蒸気の気体のつぶ」４個ができます。「二酸化炭素の気体のつぶ」３個に

は「酸素のつぶ」が６つ、「水蒸気の気体のつぶ」４個には「酸素のつぶ」が４つあるので、「酸素の

気体のつぶ」の個数は（4＋6）÷2＝5（個）です。（図参照）

4　

（1）　 A3 　この問題では、知識を活用する力が求められます。
①　ハエ、カ、アブの仲間は羽が２枚で、こん虫はアリなどをのぞいて４枚です。

＋ ＋

プロパン

酸素
二酸化炭素

水蒸気
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②　ミツバチのように、卵→幼虫→さなぎ→成虫と成長するものを完全変態といい、バッタ、ト

ンボ、セミなど、さなぎの時期がないものを不完全変態といいます。

（2）　 A2 　この問題では、知識を活用する力が求められます。
　アブラムシはテントウムシのエサとなります。アブラムシは体からアリが好む液を出して与え

る代わりに、アリにテントウムシを追いはらってもらうという共生の関係が成立しています。こ

ん虫と花の関係も、こん虫は花から蜜をもらい花はこん虫に花粉を運んでもらう共生の関係とな

っています。

（3）　 A3 　この問題では、知識を活用する力が求められます。
　カラマツ、スギ、トウモロコシは花粉が風で運ばれます。

（4）　 B2 　この問題では、情報を正しく読み取る力、情報を分析する力、自分の考えを表現す
る力が求められます。

　図１および図２より、A種、B種、C種いずれも花に行った回数が増えるほど、一度に吸
す

い取れ

る蜜
みつ

の割
わり

合
あい

が高くなります。そのため、A種、B種、C種のうち、どれか１種類の花にだけ行き続

けると得られる蜜の量が最大になります。この問題では、①１種類の花にだけ行くということを

説明しているかどうか、②①に過不足がないかどうか、③表現や表記に誤りがないかどうかを中

心に見ています。

（5）　 B3 　この問題では、情報を正しく読み取る力、情報を分析する力、情報どうしを関連づ
ける力、筋道立てて考える力、根拠に基づき正しく判断する力が求められます。

①�　ハチがたまり場の蜜だけを吸うのにかかる時間は３秒間、花から花への移動にかかる時間は

５秒なので、１つの花のたまり場の蜜だけを吸い、次の花の蜜を吸い始めるのに必要な時間は、

3＋5＝8（秒）です。２分間、すなわち120秒では、120÷8＝15（個）の花の蜜を得ることができ

ます。１つの花からは６n
ナノ

L
リットル

得るので、6×15＝90（nL）集めることができます。

②�　１つの花の蜜をすべて吸うのにかかる時間は７秒間、花から花への移動にかかる時間は５秒

なので、１つの花の蜜をすべて吸い、次の花の蜜を吸い始めるのに必要な時間は、7＋5＝12（秒）

です。２分間、すなわち120秒では、120÷12＝10（個）の花の蜜を得ることができます。１つ

の花からは８nL得られるので、8×10＝80（nL）集めることができます。

③�　図３から、１秒あたりに得られる蜜の量を考えます。たまり場の蜜だけ吸う場合は、３秒で

６nL得られるので、6÷3＝2より１秒あたり２nLです。みぞの蜜だけ吸う場合は、４秒で２nL

得られるので、２÷４＝0.5より１秒あたり0.5nLです。たまり場とみぞの両方の蜜を吸う場合

は、７秒で８nL得られるので、8÷7＝1.142…より１秒あたり約1.1nLです。したがって、一定

の時間でいちばん多くの蜜を集められるのは、たまり場の蜜のみをすべて吸って次の花に移動

するときとなります。
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問二
Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

25

26

27

28

問二

苛
立
ち
を
感
じ
て
い
る
。

42

問五

45

3
①

②

③

⑤
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47

49

④
48

50

⑥

⑦

⑧

⑩

51

52

54

⑨
53

55

ウ

オ

ア

イ

ウ

ウオエオ

エ

ア

イ

エ

批

評

著

名

至

臨

時

雨

こ
し
ょ
う

か
な

よ
う
さ
ん

お
も
や

い
ち
ご
い
ち
え

つ

ま

り

自

由

勝

者

と

敗

者

を

生

み

出

す

私

た

ち

を

束

縛

す

る

、

実

体

の

な

い

も

の

。

自

由

に

チ

ョ

イ

ス

で

き

る

セ

ー

フ

テ

ィ

ネ

ッ

ト

意

識

し

て

い

る

悪

口

を

言

っ

て

し

ま

う

経

済

的

な

自

立

が

で

き

ず

、

将

来

的

な

不

安

も

抱

え

る

こ

と

が

あ

る

か

ら

。

ア
・
ウ
・
エ

年

齢

や

男

女

差

や

学

歴

差

な

ど

で

、

自

分

の

多

様

な

潜

在

的

可

能

性

が

閉

じ

ら

れ

る

こ

と

の

な

い

社

会

。

取

り

残

さ

れ

た

く

な

い

と

考

え

て

友

人

た

ち

に

合

わ

せ

て

同

じ

よ

う

な

格

好

を

し

て

い

る

が

、

身

も

心

も

疲

れ

切

っ

て

し

ま

う

今

の

生

活

に

ど

う

区

切

り

を

つ

け

て

い

い

か

わ

か

ら

ず

日

本

の

大

学

の

学

生

は

、

小

さ

な

枠

の

中

の

似

た

よ

う

な

価

値

観

だ

け

を

信

じ

て

暮

ら

し

て

い

る

が

、

他

の

国

の

学

生

は

年

齢

や

環

境

が

こ

と

な

り

、

価

値

感

も

人

に

よ

っ

て

さ

ま

ざ

ま

で

あ

る

と

い

う

違

い

。

て

き

ま

す

。
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【
解　

説
】

　

�　
�

問
一　

Ａ
２
こ
の
問
題
で
は
、
知
識
を
用
い
て
前
後
関
係
か
ら
正
し
い
語

句
を
選
ぶ
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
　

空く
う

欄ら
ん

に
入
れ
る
言
葉
を
考
え
る
場
合
は
、
入
れ
る
部
分
の
前
後
の
内
容
を

確
か
め
た
上
で
選
ぶ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
段
落
と
段
落
を
つ
な
ぐ
場
合

は
、
段
落
の
要
点
に
も
注
意
し
ま
す
。

　
　　
の
前
に
は
、「
キ
リ
ス
ト
教
文
化
に
お
い
て
は
、
そ
も
そ
も
絶
対

的
自
由
は
神
の
み
が
持
ち
得
る
も
の
で
し
た
」
と
あ
り
ま
す
。
後
に
は
、「
人

間
は
自
由
と
い
う
果
実
を
知
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
本

来
な
ら
神
の
み
が
持
ち
得
る
も
の
な
の
に
、
そ
れ
を
人
間
も
知
っ
て
し

ま
っ
た
、
と
い
う
通
例
に
反
す
る
内
容
が
読
み
取
れ
る
の
で
、
逆
接
を

表
す
「
と
こ
ろ
が
」
が
あ
て
は
ま
り
ま
す
。

　
　　
の
前
に
は
、「
ア
ダ
ム
と
イ
ヴ
は
禁
断
の
果
実
を
食
べ
て
～
選

べ
る
自
由
を
得
た
」
と
あ
り
ま
す
。
後
に
は
、「
そ
れ
に
よ
っ
て
神
に
罰ば
っ

せ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
～
自
由
は
た
い
へ
ん
扱あ
つ
か

い
づ
ら
い
」
と
あ
り
ま

す
。
前
後
の
内
容
は
と
も
に
エ
デ
ン
の
園
の
解か
い

釈し
ゃ
く

に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て

い
ま
す
。
前
の
こ
と
が
ら
に
後
の
こ
と
が
ら
を
付
け
加
え
る
「
そ
し
て
」

が
あ
て
は
ま
り
ま
す
。

　
　　
の
前
の
部
分
は
、　
の
後
の
部
分
と
内
容
が
同
じ
だ
と
考

え
て
よ
い
の
で
、　
の
後
だ
け
を
調
べ
ま
す
。
自
由
を
持
っ
て
い

る
と
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
の
は
少
し
能
天
気
だ
と
あ
り
、
前
の

内
容
に
対
し
て
、
後
ろ
で
結
論
を
述
べ
て
い
ま
す
か
ら
、
順
接
の
「
だ

か
ら
」
が
あ
て
は
ま
り
ま
す
。

　
　　
の
前
の
部
分
は
、　
の
後
の
部
分
と
内
容
が
同
じ
だ
と
考

え
て
よ
い
の
で
、　
の
後
だ
け
を
調
べ
ま
す
。「
束そ
く

縛ば
く

を
嫌き
ら

っ
て
、

自
ら
フ
リ
ー
タ
ー
に
な
る
こ
と
を
選
ん
だ
と
し
ま
す
」
の
部
分
は
、
仮
定

の
内
容
を
意
味
し
ま
す
か
ら
、
例
示
を
表
す
「
た
と
え
ば
」
が
あ
て
は
ま

り
ま
す
。

問
二　

Ａ
２
こ
の
問
題
で
は
、
文
章
を
読
み
取
り
適
切
な
言
葉
を
選
ぶ
力

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
　
「
的
」
と
い
う
接
尾
語
を
つ
け
て
で
き
る
三
字
熟
語
を
あ
て
は
め
る
問

題
で
す
。
こ
の
よ
う
な
熟
語
は
さ
ま
ざ
ま
な
文
章
で
見
ら
れ
ま
す
か
ら
、

意
味
を
正
し
く
理
解
す
る
よ
う
に
学
習
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
「　
に
も
豊
か
で
、
カ
ネ
が
あ
れ
ば
、
欲ほ

し
い
も
の
も
手
に
入
り

ま
す
」
と
あ
り
ま
す
か
ら
、　
に
は
「
も
の
が
豊
か
」
と
い
う
意

味
に
な
る
「
物
質
的
」
が
ふ
さ
わ
し
い
と
わ
か
り
ま
す
。

　
　
「
イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
は
格
差
が
大
き
い
反
面
、
敗
者
復
活
戦
が

　
容
易
な
社
会
」
と
あ
り
ま
す
。
そ
し
て　
の
後
で
「
新
自
由

主
義
を
～
日
本
に
持
っ
て
く
る
と
悲ひ

惨さ
ん

」
と
あ
る
の
で
、「
日
本
と
比
べ

イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
は
わ
り
と
容
易
」
と
い
う
意
味
に
な
る
「
比ひ

較か
く

的
」

が
あ
て
は
ま
り
ま
す
。

　
　
「
社
会
に
そ
の
よ
う
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
が
あ
っ
て
、
初
め
て
大だ
い

胆た
ん

に
、　
に
自
由
な
選
択
が
で
き
る
」
と
あ
る
の
で
、「
大
胆
に
」
と
似

た
意
味
に
な
る
「
積
極
的
」
が
あ
て
は
ま
り
ま
す
。

　
　　
を
含
む
一
文
で
は
、
フ
リ
ー
タ
ー
の
人
た
ち
が
方
向
転
換
を

す
る
と
き
に
、
自
由
に
チ
ョ
イ
ス
で
き
る
よ
う
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を

作
っ
て
い
け
る
の
か
疑
問
を
投
げ
か
け
て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
に
作
る
べ

き
か
は　
の
前
に
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。「
潜
在
的
な
能
力
を
～

チ
ョ
イ
ス
で
き
る
～
可
能
性
が
社
会
制
度
的
に
整
っ
て
い
る
」
こ
と
が
望

ま
し
い
と
し
て
い
る
の
で
、「
制
度
的
」
と
い
う
言
葉
が
最
も
ふ
さ
わ
し

い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

1

1２３

２

３

４

３

４

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

ＣＤ

Ｂ
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問
三　

Ｂ
１
こ
の
問
題
で
は
、
文
章
に
書
か
れ
た
内
容
を
も
と
に
、
適
切

な
理
由
を
判
断
す
る
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
　

ふ
さ
わ
し
く
な
い
も
の
を
選
ぶ
問
題
で
す
。
問
い
の
読
み
違ち
が

い
を
し
な

い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
本
文
を
よ
く
見
て
、
消
去
法
を
使
う
な

ど
の
工
夫
を
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。　
線
部
①
の
後
に
書
か
れ
た

内
容
が
そ
の
理
由
を
説
明
し
た
部
分
で
す
。

　
　
「
今
の
人
に
と
っ
て
は
、
何
か
水
や
空
気
と
同
じ
よ
う
に
、
天
か
ら
与あ
た

え
ら
れ
た
贈お
く

り
物
だ
と
思
っ
て
い
る
」
と
い
う
部
分
を
利
用
し
て
考
え
る

と
、
ア
の
「
生
ま
れ
た
こ
ろ
に
は
す
で
に
自
由
が
あ
っ
た
」
と
い
う
部
分

は
、「
天
か
ら
与
え
ら
れ
た
か
ら
自
由
は
す
で
に
あ
っ
た
」
と
想
像
で
き

る
の
で
、ふ
さ
わ
し
い
も
の
（
×
）
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
同
じ
よ
う
に
、

エ
の
「
自
由
は
空
気
や
水
の
よ
う
に
あ
り
ふ
れ
て
い
る
」
と
い
う
部
分
と
、

オ
の
「
自
由
は
天
が
与
え
て
く
れ
た
も
の
だ
と
思
っ
て
い
る
」
と
い
う
部

分
も
似
た
表
現
が
含ふ
く

ま
れ
て
い
る
の
で
、
ふ
さ
わ
し
い
も
の
（
×
）
だ
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
　

イ
の
「
自
分
た
ち
が
自
由
を
手
に
入
れ
る
た
め
に
戦
っ
た
わ
け
で
は
な

い
」
と
い
う
部
分
は
、「
天
か
ら
与
え
ら
れ
た
贈
り
物
だ
と
思
っ
て
い
る
」

と
い
う
部
分
か
ら
、
自
分
た
ち
が
戦
っ
て
自
由
を
獲か
く

得と
く

し
た
わ
け
で
は
な

い
と
読
み
取
れ
る
の
で
、ふ
さ
わ
し
い
も
の
（
×
）
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
　

ウ
の
「
自
由
を
獲
得
す
る
た
め
の
戦
い
の
歴
史
を
学
習
し
て
き
た
」
と

い
う
部
分
は
、
本
文
中
に
書
か
れ
て
い
な
い
だ
け
で
な
く
、
も
し
そ
う
し

た
学
習
を
し
て
き
た
の
で
あ
れ
ば
、
自
由
に
つ
い
て
真
正
面
か
ら
考
え
て

き
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
の
で
、
ふ
さ
わ
し
く
な
い
も
の
（
○
）
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
ウ
が
答
え
と
な
り
ま
す
。

問
四　

Ａ
２
こ
の
問
題
で
は
、
文
章
に
書
か
れ
た
内
容
を
言
い
か
え
た
部

分
を
探
す
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
　　
線
部
②
が
示
す
内
容
を
理
解
し
て
か
ら
探
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

「
自
由
と
い
う
の
は
、
そ
の
人
が
何
を
幸
せ
と
思
う
か
、
と
い
う
こ
と
と
、

密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
幸
せ
だ
と
思
う
内
容
に
よ
っ

て
自
由
は
変
化
す
る
と
い
う
意
味
に
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　
線
部

②
の
後
に
高
校
生
の
例
と
政
治
集
会
の
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
ぞ
れ
が
関
心
の
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
由
と
も
不
自
由
と
も
受
け
取
れ

る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
　

こ
れ
ら
の
内
容
を
ま
と
め
た
文
が
高
校
生
の
例
と
政
治
集
会
の
例
の
後

に
あ
り
ま
す
。「
つ
ま
り
自
由
か
不
自
由
か
は
、
そ
の
人
が
何
に
価
値
を

見
出
し
て
、
何
を
無
価
値
と
感
じ
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
大
き
く
変
わ
っ

て
き
ま
す
」
と
い
う
部
分
で
す
。
こ
の
部
分
が
、「
自
由
は
幸
せ
だ
と
思

う
内
容
に
よ
っ
て
変
化
す
る
」
と
い
う
部
分
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
と
め
や
説
明
を
表
す
「
つ
ま
り
」
と
い
う
語
も
手
が
か
り
の

一
つ
と
な
る
の
で
、
接
続
語
に
も
注
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

問
五　

Ａ
２
こ
の
問
題
で
は
、
知
識
を
用
い
て
前
後
関
係
か
ら
正
し
い
語

句
を
選
ぶ
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
　
「
能
天
気
」
に
は
、「
も
の
ご
と
を
深
く
考
え
な
い
さ
ま
」
と
い
う
意
味
が

あ
り
ま
す
。
た
だ
、
言
葉
の
意
味
を
知
ら
な
い
場
合
で
も
、
前
後
の
内
容

か
ら
意
味
を
推す
い

測そ
く

で
き
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
て
い
ね
い
に
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。
こ
こ
で
は
、
自
由
は
幸
福
を
も
た
ら
す
だ
け
で
な
く
扱
い
づ
ら

い
も
の
で
も
あ
る
と
い
う
意
味
を
よ
く
考
え
ず
、「
自
由
と
い
う
の
は
と

て
も
気
持
ち
の
い
い
も
の
で
～
持
っ
て
い
る
と
い
い
」
と
だ
け
考
え
る
こ

と
が
能
天
気
だ
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　
　

ア
の
「
慎し
ん

重ち
ょ
う

」
に
は
「
注
意
深
い
こ
と
」、
イ
の
「
散さ
ん

漫ま
ん

」
に
は
「
ち

ら
ば
っ
て
い
る
こ
と
」、
ウ
の
「
強ご
う

引い
ん

」
に
は
「
無
理
や
り
に
行
う
こ
と
」、

エ
の
「
軽け
い

率そ
つ

」
に
は
「
軽
は
ず
み
な
こ
と
」、オ
の
「
臆お
く

病び
ょ
う

」
に
は
「
ち
ょ
っ

国語─解答と解説



と
し
た
も
の
ご
と
に
も
お
そ
れ
る
こ
と
」
と
い
う
意
味
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
り

ま
す
。「
も
の
ご
と
を
深
く
考
え
な
い
さ
ま
」
と
、
考
え
方
が
「
軽
は
ず

み
で
あ
る
」
と
い
う
と
こ
ろ
が
よ
く
似
て
い
る
の
で
、
エ
の
「
軽
率
」
が

答
え
と
な
り
ま
す
。

問
六　

Ｂ
１
こ
の
問
題
で
は
、
文
章
に
書
か
れ
た
内
容
を
も
と
に
、
適
切

な
理
由
を
説
明
す
る
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
　　
線
部
④
の
前
に
あ
る
、
窮
屈
な
思
い
の
具
体
的
な
理
由
が
書
か

れ
た
部
分
を
指
定
さ
れ
た
字
数
の
範は
ん

囲い

で
ま
と
め
ま
す
。

　
　　
線
部
④
に
あ
る
「
窮き
ゅ
う

屈く
つ

な
思
い
を
し
て
い
る
人
」
と
は
、
フ
リ
ー

タ
ー
の
一
部
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。「
経
済
的
な
保ほ

障し
ょ
う

を
失
っ

て
し
ま
う
」「
経
済
的
に
自
立
で
き
て
い
な
け
れ
ば
」
と
い
う
部
分
は
、「
経

済
的
な
条
件
か
ら
も
『
自
由
』
に
な
る
こ
と
」
の
結
果
と
し
て
窮
屈
に
感
じ

る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
ま
た
、「
将
来
的
な
不
安
も
抱か
か

え
て
し
ま
う
」
と

い
う
部
分
も
窮
屈
な
こ
と
に
あ
た
り
ま
す
。
三
つ
す
べ
て
を
書
こ
う
と
す

る
と
字
数
の
範
囲
に
合
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
意
味
の
似
て
い
る
「
経
済

的
な
保
障
を
失
っ
て
し
ま
う
」
と
い
う
部
分
と
「
経
済
的
に
自
立
で
き
て

い
な
け
れ
ば
」
と
い
う
部
分
は
、
ど
ち
ら
か
一
方
を
書
く
よ
う
に
す
る
と

字
数
の
範
囲
に
収お
さ

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
問
題
で
は
、
①
窮
屈
な

思
い
を
す
る
具
体
的
な
理
由
が
説
明
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
②
①
に
過

不
足
が
な
い
か
ど
う
か
、
③
表
記
や
表
現
が
正
し
い
か
ど
う
か
を
中
心
に

見
て
い
ま
す
。

問
七

　

⑴�　

Ｂ
１
こ
の
問
題
で
は
、
文
章
に
書
か
れ
た
内
容
を
も
と
に
、
適
切

な
理
由
を
判
断
す
る
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
　

ふ
さ
わ
し
く
な
い
も
の
を
選
ぶ
問
題
で
す
。
問
い
の
読
み
違
い
を
し
な

い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
本
文
と
選せ
ん

択た
く

肢し

を
照
ら
し
合
わ
せ
て
、

消
去
法
を
使
う
な
ど
の
工
夫
を
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
　

今
の
日
本
の
社
会
を
一
言
で
表
す
と
、　
線
部
⑧
の
前
で
「
日
本
は

ケ
ー
パ
ビ
リ
テ
ィ
の
少
な
い
社
会
」
で
あ
る
と
筆
者
は
述
べ
て
い
ま
す
。

　
線
部
⑤
の
後
で
、ケ
ー
パ
ビ
リ
テ
ィ
の
あ
る
社
会
と
な
い
（
少
な
い
）

社
会
に
つ
い
て
対
照
的
に
説
明
さ
れ
て
い
る
の
で
、
整
理
し
て
と
ら
え
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　
　

ア
で
は
「
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
が
あ
る
程
度
自
由
に
選
べ
る
」
と
い

う
内
容
が
、「
い
く
つ
か
の
選
択
肢
を
自
由
に
チ
ョ
イ
ス
で
き
る
と
、
多

く
の
人
々
が
確
信
を
持
て
る
」
と
い
う
部
分
と
似
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
潜せ
ん

在ざ
い

能
力
の
あ
る
社
会
の
こ
と
で
、
日
本
の
社
会
の
こ
と
で
は
な
い
の
で
ふ

さ
わ
し
く
な
い
も
の
（
〇
）
と
な
り
ま
す
。

　
　

イ
で
は
「
一
度
失
敗
す
る
と
や
り
直
し
が
き
か
ず
、
は
い
上
が
る
こ
と

が
難む
ず
か

し
い
」
と
い
う
内
容
が
、「
一
度
、
失
敗
し
た
ら
、
そ
れ
で
終
わ
り

に
な
っ
て
し
ま
う
」
と
い
う
部
分
と
似
て
い
ま
す
。
こ
の
部
分
よ
り
後
に

「
日
本
で
自
殺
者
が
増
加
し
て
い
る
の
も
、
こ
れ
と
関
係
が
あ
る
と
思
い

ま
す
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
日
本
の
社
会
の
こ
と
を
表
し
て
い
る
の
で
ふ
さ

わ
し
い
も
の
（
×
）
と
な
り
ま
す
。

　
　

ウ
で
は
「
あ
た
え
ら
れ
た
仕
事
の
枠わ
く

か
ら
は
み
出
し
て
冒ぼ
う

険け
ん

し
よ
う
と

考
え
る
人
が
多
く
い
る
」
と
い
う
内
容
が
、
日
本
の
社
会
の
こ
と
を
説
明

し
た
「
あ
る
仕
事
が
与
え
ら
れ
た
と
き
、
失
敗
が
怖こ
わ

い
の
で
、
枠
か
ら
は

み
出
し
て
冒
険
し
よ
う
と
い
う
気
に
な
か
な
か
な
れ
ま
せ
ん
」
と
い
う
部

分
と
反
対
の
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
日
本
の
社
会
の
こ
と

で
は
な
い
の
で
ふ
さ
わ
し
く
な
い
も
の
（
〇
）
と
な
り
ま
す
。

　
　

エ
で
は
「
格
差
が
大
き
い
一
方
で
、
失
敗
し
て
も
や
り
直
し
が
あ
る
程

度
き
く
と
考
え
ら
れ
る
」
と
い
う
内
容
が
、「
イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
は

格
差
が
大
き
い
反
面
、
敗
者
復
活
戦
が　
容
易
な
社
会
の
よ
う
に
み

Ｂ
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え
ま
す
」
と
い
う
部
分
と
似
て
い
ま
す
。
日
本
の
社
会
の
こ
と
で
は
な
い

の
で
ふ
さ
わ
し
く
な
い
も
の
（
〇
）
と
な
り
ま
す
。

　
　

オ
で
は
「
自
由
が
あ
る
よ
う
に
見
え
て
も
、
な
ん
と
な
く
生
き
に
く
い

と
感
じ
る
人
が
多
く
い
る
社
会
」
と
い
う
内
容
が
、「
自
由
な
社
会
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ど
こ
か
で
み
ん
な
が
束
縛
感
や
息
苦
し
さ
を
覚
え

て
い
る
の
も
ま
た
事
実
」
と
い
う
部
分
と
似
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
日
本
の

社
会
の
こ
と
を
表
し
て
い
る
の
で
ふ
さ
わ
し
い
も
の
（
×
）
と
な
り
ま
す
。

　

⑵�　

Ｂ
２
こ
の
問
題
で
は
、
文
章
に
書
か
れ
た
内
容
を
読
み
取
り
、
具

体
的
に
説
明
す
る
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
　

筆
者
が
理
想
と
す
る
自
由
な
社
会
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
二
か
所
か
ら

読
み
取
れ
ま
す
。「
あ
る
学
者
に
よ
る
と
、
自
由
と
い
う
の
は
、
今
そ
こ
に

あ
る
も
の
だ
け
で
な
く
て
、
潜せ
ん

在ざ
い

能
力
（
ケ
ー
パ
ビ
リ
テ
ィ
）
が
あ
る
社

会
こ
そ
が
、
真
の
意
味
で
の
自
由
な
社
会
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。」
と
い
う

部
分
や
、「
年ね
ん

齢れ
い

や
男
女
差
や
学
歴
差
な
ど
で
、
そ
の
可
能
性
が
閉と

じ
ら

れ
る
こ
と
が
な
い
社
会
。
そ
れ
こ
そ
が
本
当
の
意
味
で
、
自
由
な
社
会
だ

と
い
え
る
の
で
す
。」
と
い
っ
た
部
分
で
す
。
い
ず
れ
も
似
た
よ
う
な
内

容
で
す
が
、
問
い
に
あ
る
「
今
の
日
本
の
社
会
が
か
か
え
る
問
題
に
も
ふ

れ
な
が
ら
」
と
い
う
条
件
が
あ
る
の
で
、
後
者
の
部
分
を
使
い
ま
す
。

　
　

た
だ
し
、
後
者
に
は
「
そ
の
可
能
性
」
と
い
う
部
分
に
指
示
語
が
使
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
指
示
語
が
何
を
指
す
の
か
を
書
か
な
け
れ
ば
不
完
全

な
記
述
の
ま
ま
な
の
で
、
指
示
語
が
指
す
内
容
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
書
き

ま
し
ょ
う
。
こ
の
問
題
で
は
、
①
筆
者
が
理
想
と
す
る
自
由
な
社
会
に
つ

い
て
具
体
的
な
内
容
が
説
明
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
②
今
の
日
本
の
社

会
が
か
か
え
る
問
題
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
③
表
記
や
表

現
が
正
し
い
か
ど
う
か
を
中
心
に
見
て
い
ま
す
。

問
八　

Ｂ
１
こ
の
問
題
で
は
、
文
章
に
書
か
れ
た
内
容
を
も
と
に
、
適
切

な
理
由
を
判
断
す
る
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
　

ふ
さ
わ
し
く
な
い
も
の
を
選
ぶ
問
題
で
す
。
問
い
の
読
み
違
い
を
し
な

い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。
本
文
と
選
択
肢
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
、

消
去
法
を
使
う
な
ど
の
工
夫
を
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
　
「
選
択
の
複
線
化
が
可
能
で
あ
る
社
会
」
と
は
、「
今
、
自
分
は
そ
の
選
択

は
し
て
い
な
い
け
れ
ど
、
将
来
の
潜
在
的
な
可
能
性
と
し
て
、
い
く
つ
か

の
選
択
肢
を
自
由
に
チ
ョ
イ
ス
で
き
る
と
、
多
く
の
人
々
が
確
信
を
持
て

る
社
会
」
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　
「
選
択
の
複
線
化
が
可
能
で
あ
る
社
会
」
に
つ
い
て
は
、　
線
部
⑥

よ
り
後
の
広
い
範
囲
で
書
か
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い

る
部
分
を
探
し
て
確
か
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
　

ア
の
「
ま
だ
使
わ
れ
て
い
な
い
能
力
を
将
来
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
社

会
」
と
い
う
内
容
は
、「
ほ
か
の
潜
在
的
な
可
能
性
が
自
分
に
も
あ
る
、
ま

た
あ
り
得
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、
そ
れ
を
選
ん
で
自
己
実
現
で
き
る
、

そ
う
い
う
社
会
」
な
ど
、
似
た
よ
う
な
表
現
が
本
文
中
に
い
く
つ
か
見
つ

か
り
ま
す
。
選
ぼ
う
と
思
え
ば
選
べ
る
こ
と
が
「
選
択
の
複
線
化
」
と
い

う
こ
と
な
の
で
、
ふ
さ
わ
し
い
も
の
（
×
）
と
な
り
ま
す
。

　
　

イ
の
「
仕
事
に
失
敗
し
て
も
、
多
く
の
人
に
敗
者
復
活
の
チ
ャ
ン
ス
が

あ
る
よ
う
な
社
会
」
と
い
う
内
容
は
、「
敗
者
復
活
戦
が
難
し
い
か
ら
。
人

生
の
選
択
の
複
線
化
が
困
難
で
、
一
度
、
失
敗
し
た
ら
、
そ
れ
で
終
わ
り

に
な
っ
て
し
ま
う
か
ら
」と
い
う
部
分
と
は
反
対
の
内
容
で
す
。
つ
ま
り
、

選
択
の
複
線
化
が
で
き
る
、
と
い
う
意
味
に
な
り
ま
す
か
ら
、
ふ
さ
わ
し

い
も
の
（
×
）
と
な
り
ま
す
。

　
　

ウ
の
「
年
齢
に
関
係
な
く
、
主
婦
が
途
中
か
ら
で
も
や
り
た
い
道
を
選

ぶ
こ
と
が
で
き
る
社
会
」
と
い
う
内
容
は
、「
ま
た
、
主
婦
の
中
に
は
」
か

ら
始
ま
る
段
落
に
書
か
れ
て
い
る
内
容
と
は
反
対
の
こ
と
で
す
。「
今
の
社
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会
で
は
と
て
も
困
難
で
す
」
と
い
う
部
分
は
日
本
の
社
会
で
は
や
り
た
い

道
を
選
ぶ
こ
と
が
困
難
だ
と
い
う
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、「
や

り
た
い
道
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
社
会
」
と
は
、
選
択
の
複
線
化
が
で
き

る
社
会
の
こ
と
な
の
で
、
ふ
さ
わ
し
い
も
の
（
×
）
と
な
り
ま
す
。

　
　

エ
の
「
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
人
が
少
な
く
、
多
く
の
人
に
あ
ら
た
な

見
通
し
が
開
か
れ
る
社
会
」
と
い
う
内
容
は
、「
敗
者
復
活
戦
が
許
さ
れ
て

い
る
な
ら
ば
、
人
は
自
殺
を
選
ば
な
い
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
今
の
日
本

は
次
の
展
望
が
み
え
て
き
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
自
殺
に
追
い
込こ

ま
れ
て
し
ま

う
の
で
す
。」
と
い
う
部
分
か
ら
、
選
択
の
複
線
化
が
で
き
る
こ
と
を
意

味
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
ふ
さ
わ
し
い
も
の
（
×
）
と
な
り
ま
す
。

　
　

オ
の
「
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
の
た
め
に
は
ら
う
努
力
や
犠ぎ

牲せ
い

な
ど
が

必
要
な
い
社
会
」
と
い
う
内
容
は
、　
線
部
⑦
を
含ふ
く

む
段
落
に
似
た
内

容
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
ケ
ー
パ
ビ
リ
テ
ィ
が
生
か
さ
れ
る
社
会
で
は
、

潜
在
的
な
可
能
性
を
選
ん
で
自
己
実
現
で
き
る
社
会
で
あ
る
こ
と
が
説
明

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
段
落
の
最
後
に
「
も
ち
ろ
ん
、
実
際
は
そ
ん

な
に
う
ま
く
い
く
と
は
限
り
ま
せ
ん
し
、
ま
た
そ
の
た
め
に
か
な
り
の
犠

牲
と
努
力
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
自
己

実
現
の
た
め
に
は
犠
牲
も
努
力
も
必
要
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
オ

の
内
容
と
は
反
対
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
ふ
さ
わ
し
く
な
い
も

の
（
〇
）
と
な
り
ま
す
。

問
九　

Ａ
２
こ
の
問
題
で
は
、
文
章
を
読
み
取
り
適
切
な
言
葉
を
探
す
力

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
　

設
問
の
最
後
に
書
か
れ
て
い
る
「
自
分
の
潜
在
的
な
能
力
を
見
出
し
や
す

く
な
る
面
」
と
は
、ケ
ー
パ
ビ
リ
テ
ィ
が
生
か
さ
れ
る
社
会
の
長
所
で
す
。

長
所
の
前
に
は
反
対
の
内
容
を
つ
な
ぐ
「
が
」
が
あ
る
た
め
、　

の
部
分
に
は
短
所
に
あ
た
る
こ
と
が
あ
て
は
ま
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
　
「
弱
肉
強
食
の
厳き
び

し
い
」
や
、「
格
差
が
大
き
い
」
な
ど
が
候こ
う

補ほ

に
で
き

ま
す
が
、
十
字
ち
ょ
う
ど
と
い
う
条
件
を
満
た
さ
な
い
た
め
答
え
と
は
な

り
ま
せ
ん
。
十
字
ち
ょ
う
ど
に
な
る
も
の
は
「
勝
者
と
敗
者
を
生
み
出
す
」

と
い
う
部
分
だ
け
で
、
こ
の
部
分
が
ふ
さ
わ
し
い
と
判
断
で
き
ま
す
。

問
十　

Ａ
２
こ
の
問
題
で
は
、
文
章
を
読
み
取
り
適
切
な
言
葉
を
探
す
力

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
　
「
世
間
」
に
つ
い
て
は
、　
線
部
⑧
を
含
む
段
落
と
そ
れ
に
続
く
段
落

で
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。「〝
世
間
〟
と
い
う
言
葉
は
非
常
に
実
体
の
な
い

曖あ
い

昧ま
い

な
も
の
だ
け
れ
ど
、
世
間
の
目
が
許
さ
な
い
、
世
間
に
恥は

じ
な
い
よ

う
に
…
…
と
、
い
つ
も
私
た
ち
に
は
、
世
間
の
目
が
つ
き
ま
と
っ
て
い
ま

す
。」
と
い
う
部
分
か
ら
、
世
間
が
「
実
体
の
な
い
」「
曖
昧
な
」
も
の
な

の
に
「
つ
き
ま
と
っ
て
（
く
る
）」
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

次
の
段
落
を
見
る
と
、「
そ
う
し
た
目
に
見
え
な
い
束
縛
、
実
体
の
な
い

拘こ
う

束そ
く

力
が
強
く
働
い
て
い
ま
す
」
と
い
う
部
分
か
ら
、「
つ
き
ま
と
う
」

の
具
体
的
な
内
容
と
し
て
「
束
縛
」「
拘
束
」
す
る
働
き
が
あ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
部
分
を
ま
と
め
る
と
き
に
、「
何
を
」
に
あ
た

る
語
を
補お
ぎ
な

っ
て
お
き
ま
す
。何
を
束
縛
す
る
の
か
と
い
え
ば
、「
私
た
ち
を
」

と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
、「
私
た
ち
を
束
縛
す
る
、
実
体
の
な
い
も
の
。」

な
ど
と
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
問
題
で
は
、
①
「
世
間
」
が

具
体
的
に
説
明
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
②
①
に
過
不
足
が
な
い
か
ど
う

か
、
③
表
記
や
表
現
が
正
し
い
か
ど
う
か
を
中
心
に
見
て
い
ま
す
。

問
十
一　

Ａ
２
こ
の
問
題
で
は
、
文
章
を
読
み
取
り
情
報
を
収
集
し
、
判

断
す
る
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
　　
線
部
⑨
か
ら
後
の
部
分
に
「
社
会
的
な
裏う
ら

付
け
」
の
内
容
が
説
明
さ

れ
て
い
ま
す
。　
に
は
「
個
人
の
潜
在
的
な
能
力
を
ど
う
す
る
の
か
」

Ⅰ
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と
い
う
内
容
が
、　
に
は
「
国
や
社
会
が
何
を
整
備
す
る
の
か
」
と

い
う
内
容
が
あ
て
は
ま
り
ま
す
。　
線
部
⑨
ま
で
の
文
章
の
内
容
か
ら
、

潜
在
的
な
能
力
を
自
由
に
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
社
会
が
「
ケ
ー
パ
ビ
リ

テ
ィ
の
あ
る
社
会
」で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。　
の
直
後
の「
よ

う
に
」
に
つ
な
げ
ら
れ
る
内
容
は
「
自
由
に
チ
ョ
イ
ス
で
き
る
」
と
い
う
部

分
と
な
り
ま
す
。　
の
直
後
の
「
整
備
す
る
こ
と
」
に
つ
な
げ
ら
れ

る
内
容
は
「
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
」
と
い
う
部
分
で
す
。「
社
会
に
そ
の

よ
う
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
が
あ
っ
て
、
初
め
て
大
胆
に
、　
に

自
由
な
選
択
が
で
き
る
の
で
す
」
と
い
う
部
分
が
参
考
に
な
り
ま
す
。

　

�　問
一　

Ｂ
１
こ
の
問
題
で
は
、
文
章
を
読
み
取
り
登
場
人
物
の
心
情
を
説

明
す
る
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
　

裕ゆ
う

子こ

は
、
自
分
の
言
動
を
「
卑ひ

小し
ょ
う

な
も
の
に
思
え
て
嫌い
や

気け

が
さ
し
た
」

の
で
す
。
化け

粧し
ょ
う

品
の
店
で
絵
美
が
つ
け
て
い
た
も
の
と
同
じ
色
の
マ
ニ

キ
ュ
ア
を
無
意
識
に
握に
ぎ

り
し
め
る
行
動
か
ら
は
、
裕
子
が
絵
美
を
意
識
し

て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
マ
ス
カ
ラ
を
つ
け
す

ぎ
を
た
こ
と
を
悪
く
言
う
と
い
う
行
動
が
ち
ぐ
は
ぐ
に
思
え
て
、
自
分

に
嫌
気
が
さ
し
た
の
で
し
ょ
う
。

　
　　
に
は
絵
美
の
こ
と
を
意
識
す
る
、
あ
る
い
は
う
ら
や
む
と
い

う
こ
と
を
表
す
語
句
が
適
し
て
い
ま
す
。　
に
は
悪
口
を
言
う
、
あ

る
い
は
け
な
す
と
い
う
こ
と
を
表
す
語
句
が
適
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
字
数
の
範
囲
に
合
う
よ
う
に
考
え
て
答
え
ま
し
ょ
う
。
こ
の
問
題
で

は
、
Ⅰ
は
①
裕
子
の
心
情
を
表
す
内
容
が
書
か
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
②

表
記
や
表
現
が
正
し
い
か
ど
う
か
、
Ⅱ
は
①
裕
子
の
行
動
を
表
す
内
容
が

書
か
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
②
表
記
や
表
現
が
正
し
い
か
ど
う
か
を
中
心

に
見
て
い
ま
す
。

問
二　

Ｂ
３
こ
の
問
題
で
は
、
文
章
を
読
み
取
り
登
場
人
物
の
心
情
を
細

か
く
説
明
す
る
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
　
「
靄も
や

の
中
に
い
る
よ
う
に
」
と
い
う
た
と
え
か
ら
、
裕
子
は
今
自
分
が

ど
ん
な
立
場
に
い
る
の
か
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
が
わ
か
ら
ず
に
い
る

こ
と
が
想
像
で
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
自
分
ら
し
い
生
き
方
が
で
き
て
い
な

い
こ
と
を
感
じ
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
の
こ
と
が　
線
部
②
の
後
の
部

分
で
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。「
身
も
心
も
、
た
び
重
な
る
疲ひ

弊へ
い

に
怖お
そ

れ
お

の
の
い
て
い
る
の
に
、
け
れ
ど
裕
子
は
『
取
り
残
さ
れ
て
は
い
け
な
い
』

な
ど
と
考
え
て
い
る
」
と
い
う
部
分
か
ら
、周
り
に
合
わ
せ
て
は
い
て
も
、

Ⅱ
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そ
う
す
る
こ
と
が
身
も
心
も
疲つ
か

れ
果
て
る
原
因
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
ま
た
、「
自
分
自
身
で
も
、
ど
こ
で
区
切
り
を
つ
け
れ
ば
い

い
の
か
判わ
か

ら
な
い
」
と
い
う
部
分
か
ら
は
、
今
の
生
活
を
続
け
る
の
か
、

そ
れ
と
も
や
め
る
の
か
を
迷
っ
て
い
る
様
子
が
分
か
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

こ
と
が
解
決
で
き
ず
に
毎
日
が
過
ぎ
て
い
く
こ
と
を
「
靄
の
中
」
と
た
と

え
て
い
る
の
で
す
。

　
　

ま
と
め
る
と
き
に
は
、「
取
り
残
さ
れ
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
こ
と

が
何
を
ど
う
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
か
を
具
体
的
に
書
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。　
線
部
②
の
前
に
「
似
た
よ
う
な
格
好
を
し
た
友
人
た
ち

と
群
を
な
し
、
裕
子
は
鮮あ
ざ

や
か
な
色
の
ス
カ
ー
ト
を
揺
ら
し
て
歩
い
て
い

る
」
と
あ
る
の
で
、「
取
り
残
さ
れ
な
い
よ
う
に
友
人
た
ち
に
合
わ
せ
て

同
じ
よ
う
な
格
好
を
し
て
い
る
」
な
ど
と
説
明
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

「
ど
こ
で
区
切
り
を
つ
け
れ
ば
い
い
の
か
判
ら
な
い
」
と
い
う
部
分
は
、

何
の
区
切
り
を
つ
け
る
の
か
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
し

た
が
っ
て
、「
今
の
生
活
」
や
「
こ
れ
ま
で
の
自
分
の
生
き
方
」
な
ど
の

言
葉
を
加
え
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
こ
の
問
題
で
は
、
①
「
靄
の
中
に
い

る
よ
う
に
」
と
い
う
部
分
が
た
と
え
る
内
容
の
一
つ
が
具
体
的
に
説
明
さ

れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
②
①
と
は
別
の
内
容
が
具
体
的
に
説
明
さ
れ
て
い

る
か
ど
う
か
、
③
表
記
や
表
現
が
正
し
い
か
ど
う
か
を
中
心
に
見
て
い
ま

す
。

問
三　

Ｂ
１
こ
の
問
題
で
は
、
文
章
を
読
み
取
り
登
場
人
物
の
心
情
を
判

断
す
る
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
　　
線
部
③
の
「
後こ
う

悔か
い

と
も
自じ

蔑べ
つ

と
も
い
え
る
感
情
」
と
は
、
直
接
に

は
「
な
ん
で
こ
ん
な
も
の
買
っ
た
ん
だ
ろ
う
」
と
い
う
部
分
の
感
情
を
表

し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
そ
れ
は
マ
ニ
キ
ュ
ア
を
見
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
の

一
連
の
行
動
に
対
し
て
の
感
情
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
で
す
か
ら
、「
後
悔

と
も
自
蔑
と
も
い
え
る
感
情
」
は
、
単
に
自
分
が
マ
ニ
キ
ュ
ア
を
買
っ
た

こ
と
に
向
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
友
人
に
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
、
今
ま
で
の
自
分
の
生
き
方
と
何
も
変
わ
ら
な
い
行
動
に

向
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
も
注
意
し
ま
す
。

　
　

ア
は
「
見
て
い
た
だ
け
で
買
う
つ
も
り
の
な
か
っ
た
も
の
」
と
い
う
内

容
が
文
章
中
か
ら
読
み
取
れ
な
い
の
で
正
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

イ
は
「
高
価
な
も
の
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で
し
か
、
自
分
ら
し
さ
を
表

現
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
い
う
内
容
が
文
章
中
か
ら
読
み
取
れ
な
い

の
で
正
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

ウ
は
「
あ
ま
り
好
き
で
も
な
い
絵
美
に
対
抗
し
よ
う
と
し
て
」
と
「
か

た
く
な
な
行
動
」
と
い
う
内
容
が
文
章
中
か
ら
読
み
取
れ
な
い
の
で
正
し

く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

オ
で
は
「
お
さ
え
き
れ
な
い
自
分
の
気
持
ち
を
、
他
人
と
同
じ
物
を
買

う
こ
と
で
ま
ぎ
ら
わ
そ
う
と
し
た
」
と
い
う
内
容
が
文
章
中
か
ら
読
み
取

れ
な
い
の
で
正
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

問
四　

Ｂ
３
こ
の
問
題
で
は
、
二
つ
の
こ
と
が
ら
を
比
較
し
、
違
い
を
具

体
的
に
説
明
す
る
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
　

東と
う

欧お
う

人
の
教
授
に
よ
る
ド
イ
ツ
の
大
学
で
の
話
は
、
日
本
の
大
学
生
と
海

外
の
大
学
生
と
の
違
い
を
伝
え
る
た
め
の
一
例
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
妻
の
お
産
の
た
め
に
大
学
の
大
切
な
試
験
を
休
む
と
い
う
こ
と
は
、

「
日
本
の
大
学
で
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
」
だ
と
い
い
、
そ
れ
は
「
ア
メ

リ
カ
で
も
ド
イ
ツ
で
も
、
大
学
に
は
い
ろ
い
ろ
な
年ね
ん

齢れ
い

の
、
い
ろ
い
ろ
な

環
境
の
人
が
い
る
」
か
ら
だ
と
言
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
い
ろ
い
ろ
な

人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
価
値
観
を
持
っ
て
生
き
て
い
る
海
外
の
大
学
生
と
、

「
と
て
も
小
さ
な
枠
の
中
で
、
そ
の
中
の
価
値
観
だ
け
を
信
じ
て
暮
ら
し

て
い
る
皆み
な

さ
ん
」
を
く
ら
べ
る
と
大
き
な
違
い
が
あ
る
と
感
じ
、
そ
の
こ
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と
を
学
生
に
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

　
　

説
明
す
る
と
き
に
は
、日
本
の
大
学
生
と
海
外
（
ア
メ
リ
カ
や
ド
イ
ツ
）

の
大
学
生
の
価
値
観
を
く
ら
べ
な
が
ら
書
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
問

題
で
は
、①
「
日
本
の
大
学
生
」
の
価
値
観
が
説
明
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、

②
「
日
本
の
大
学
生
」
の
立
場
が
説
明
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
③
「
海

外
の
大
学
生
」
の
価
値
観
が
説
明
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
④
「
海
外
の

大
学
生
」
の
立
場
が
説
明
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
⑤
表
記
や
表
現
が
正

し
い
か
ど
う
か
を
中
心
に
見
て
い
ま
す
。

問
五　

Ｂ
１
こ
の
問
題
で
は
、
文
章
を
読
み
取
り
登
場
人
物
の
心
情
を
判

断
す
る
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
　

教
授
の
話
を
聞
い
た
後
の
裕
子
は
、
す
ぐ
に
教
室
を
出
よ
う
と
せ
ず
に
窓

の
外
の
新
緑
を
見
て
い
ま
す
。
教
授
の
海
外
の
大
学
で
の
話
を
聞
い
た
後

に
、
今
ま
で
の
自
分
の
生
き
方
を
見
直
そ
う
と
い
う
心
情
の
変
化
が
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、
話
を
聞
い
て
い
る
途
中
で
「
裕
子
は
無

意
識
の
う
ち
に
奥
歯
を
し
っ
か
り
と
噛か

み
あ
わ
せ
て
い
た
」
と
い
う
と
こ

ろ
か
ら
も
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
話
を
聞
く
前
に
見
た
窓
の
外
の

新
緑
に
は
、
あ
ま
り
関
心
を
示
さ
ず
た
だ
ぼ
ん
や
り
と
見
て
い
た
だ
け
で

し
た
が
、
話
を
聞
き
終
わ
っ
た
後
に
見
た
新
緑
は
、
同
じ
新
緑
で
も
違
っ

た
も
の
に
見
え
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。「
そ
の
新
緑
の
素
晴
し
い
色
を
、

ち
ょ
っ
と
羨う
ら
や

ま
し
い
と
思
っ
た
」
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
葉
を
出
し
た
ば

か
り
で
こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
成
長
す
る
と
い
う
力
強
さ
や
う
い
う
い
し
さ

と
い
っ
た
も
の
に
、
自
分
に
な
い
生
命
力
を
感
じ
て
い
る
と
解
釈
で
き
ま

す
。
し
た
が
っ
て
オ
が
正
し
い
答
え
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
　

ア
は
「
小
さ
な
こ
と
に
な
や
み
続
け
て
い
る
自
分
を
素
直
に
認
め
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
」
と
い
う
内
容
が
文
章
中
か
ら
読
み
取
れ
な
い

の
で
正
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

イ
は
「
今
ま
で
自
分
が
し
て
き
た
苦
労
は
意
味
の
な
い
こ
と
だ
っ
た
と

気
づ
き
」
と
い
う
内
容
が
文
章
中
か
ら
読
み
取
れ
な
い
の
で
正
し
く
あ
り

ま
せ
ん
。

　
　

ウ
は
「
立
場
は
違
っ
て
も
人
の
持
つ
な
や
み
は
同
じ
だ
と
気
づ
き
」
と

「
新
緑
の
色
が
同
じ
よ
う
な
色
で
あ
る
こ
と
に
は
じ
め
て
感
動
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
」
と
い
う
内
容
が
文
章
中
か
ら
読
み
取
れ
な
い
の
で
正
し
く

あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

エ
は
「
教
授
の
思
い
が
け
な
い
話
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
な
が
ら
も
、
人

は
そ
れ
ぞ
れ
の
生
き
方
が
あ
る
こ
と
を
さ
と
り
」
と
い
う
内
容
が
文
章
中

か
ら
読
み
取
れ
な
い
の
で
正
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
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